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本年５月末に開催された学校法人東京歯科大学第
６７１回理事会，第２２６回評議員会で６月から３年間の任
期で次期理事長に選任されました。平成２０年６月に５
期重任されて再任なったばかりの井上 裕理事長がメ
インキャンパスを稲毛から水道橋に移転させることを
法人決定事項として整えた直後に急逝されました。こ
のため３年弱の任期後任として熱田俊之助常務理事が
理事会で選任されました。熱田新理事長は計画されて
いた１２０周年記念事業である学術大会，式典，祝賀会
そして新校舎の土地購入とさいかち坂の校舎における
移転事業起工式等本学の大事業を無事円滑に遂行させ
て下さいました。しかし，一身上のご都合により６月
からの再任を辞退される意思を上記理事会で表示され
ましたことから私儀が本学で理事会設置以来７代目の
理事長として就任をさせていただくことになったとい
う経緯であります。リーマン・ショックによる世界的
経済不況，本学の公的資金不適正使用に関する公表，
さらには政治の不安定や過日の東日本大震災など激動
の内外情勢にあって熱田前理事長の適切な法人運営へ
のご尽力に深く感謝するところであります。
本学は米国歯科医術を米国で修得した高山紀齋が明
治２３年（１８９０年）に歯科医学院を設立し今に至ってい
るわが国最古の歯科医師育成機関であります。近代化
が始まった明治時代から今日までの本学の歴史はわが
国社会における変遷との合わせ鏡ともいえます。高山
歯科医学院設立の「黎明期」（１８９０～１８９９）から「揺
籃期」（１９００～１９１１），「苦闘期」（１９１３～１９４５），成長
期（１９４６～１９５９），そして稲毛における「発展期」（１９６０
～１９９０）を経て現在は少子高齢社会にあって文部科学
行政方針である「競争期」にあります。
したがいまして，競争に負ければその行く末はおの
ずから明らかでありますので，今後の学校法人のあり
方を明確にし，大学のあるべき目標を法人として明示
し，井出新学長による充実した教学の進展を支援しな
がら，明日の東京歯科大学の発展に微力でありますが
力を尽くしたいと思っております。本学同窓の変わら
ぬご支援をさらにお願いいたします。

学校法人東京歯科大学

理事長 金子 譲

理事長就任のご挨拶

東京歯科大学

学 長 井出 吉信

学長就任のご挨拶

このたび７月１日付をもちまして，東京歯科大学学
長を拝命いたしました。
これまで，教務部長を始め，学監，学務担当副学長
として，学生教育に携わってきたおよそ１３年間の経験
を少しでも生かすことができればと考えます。
現在の歯科医学教育においては「全人的医療，多様
化した医療への対応，基本的臨床能力の向上，医療事
故抑止」などを目指して改革が進められております。
この現況のなか，本学では「如何に独自性を有する優
秀な学生を確保し，その学生の勉学意欲を喚起するよ
うな環境や独自の魅力あるプログラムを構築し，国民
から信頼される優秀な歯科医師を世に送り出すこと」
を常に念頭に置いております。この方針は，徐々に実
を結び，歯科医師国家試験合格率の上昇としても顕れ
ております。また，個々の学生にあったきめ細やかな
教育手法を構築し，高い能力を備えた学生の確保がな
されていることも本学の特色のひとつです。更に，海
外の姉妹校で研修を行う，“Elective Study 研修制
度”を実施し，国際性豊かでグローバルな視野を持つ
歯科医師の育成にも取り組んでおります。
本学は受験者数の定員を例年充足しておりますが，
現状に胡坐をかくことなく，金子 譲法人理事長と表
裏一体となり，今後の大学運営に尽くして参る所存で
ございます。
平成２４年度より東京・水道橋にキャンパスを移転い
たします。古くから文教地域である水道橋一帯は，街
全体がキャンパスのように，他大学や他研究施設，文
化施設等が集まっており，これまで以上に多くの交流
や情報に触れることが可能です。このようなロケー
ションを学びの場として，次世代の歯科医師となるべ
く高い志を持った学生を輩出できることを願っており
ます。
大学は学長一人で構築できる訳ではございません。
同窓の先生方のご意見も拝聴し，より良い大学を構築
して行きたいと思います。ご協力をよろしくお願いい
たします。



金子新理事長への表敬訪問

平成２３年７月１日からの新学長に井出吉信教授が選任され，７月６日（水）に
就任祝いとして表敬訪問いたしました。

平成２３年６月１日からの法人役員新体制が決定し，金子 譲学長が新理事長に
なられました。就任をお祝いして６月１０日（金）に表敬訪問いたしました。

井出新学長への表敬訪問



セピア色の写真館 ～想い出の一枚～

昭和５１年 全日本歯科学生総合体育大会 ゴルフ部門 団体戦 初優勝
（埼玉県武蔵CC豊岡コース）

ゴゴルルフフ部部

昭和６０年 夏季一般合宿
（栃木県宇都宮CC）



ゴルフ部の歩み
昭和４２年，ゴルフ同好会として発
足しました。当時のメンバーは
大久保信男，加藤富也，熊谷俊明，
四條誠一（昭和４６年卒），草柳英二，
松川 哲，宮奈襄二（昭和４７年卒）
の７名で活動を始めました。初代監
督は城谷加寿雄（昭和７年卒）の紹
介で大津新一（昭和７年卒）に就任
していただきました。その後，昭和
４９年４月に同好会から部に昇格し，
初代主将は菊地 香（昭和５０年
卒），初代部長は矯正学講座の瀬端
正之（昭和２９年卒）です。
全日本歯科学生総合体育大会でゴ
ルフ部門が実施されたのは昭和４３年
で，その年より参加しています。団
体戦の優勝は，昭和５１年・昭和５３
年・昭和６１年・平成９年です。

個人戦の優勝は，昭和４４年・宮奈
襄二（昭和４７年卒），昭和４５年・熊谷
俊明（昭和４６年卒），昭和５３・５４年
２連覇の宝田一郎（昭和５５年卒），
昭和５８年・遠峰志津子（昭和６１年
卒），平成３年・安田和光（平成５
年卒），大金詩子（平成５年卒），平
成１０年・扇内博子（平成１２年卒），
平成１４年・青栁 彩（平成１５年卒），
平成１６年・宇都宮由希子（平成１９年
卒），更に，平成１４年日本社会人ゴ
ルフ選手権優勝・山口公彦（昭和６２
年卒）です。
我々の現役時の合宿ゴルフ場は，
栃木県宇都宮CCで宿舎は旅館
「はりまや」でした。
先輩達が代わる代わる訪れて，熱
心に指導していただきゴルフバッグ
を担いで走ってラウンドしていたの

が懐かしく思えます。エチケット・
マナーは厳しく指導され，ゴルフ場
の職員の方への挨拶は，元気良く大
きな声でやっていました。
ゴルフ部は，「文武両道」がモッ
トーで“留年時は部活参加禁止”の
伝統があり，今も引き継がれていま
す。現在の有床義歯補綴学講座教授
櫻井 薫（昭和５３年卒），クラウン
ブリッジ補綴学講座教授 佐藤 亨
（昭和５４年卒）がゴルフ部出身で学
生の指導にあたっています。ぜひ同
窓生の子弟をゴルフ部へ入部させて
ください。後輩に充実した学生生活
を送るためにサポートになればと
OB会は活動し，平成２６年に創部４０
周年を迎える。

（昭和６２年卒 杉村明邦 記）

昭和６０年 全日本歯科学生総合体育大会 ゴルフ部門 団体戦 準優勝
（栃木県矢板CC）

平成２２年 春季合宿
昭和６１年 全日本歯科学生総合体育大会 ゴルフ部門
団体戦優勝メンバー（新潟県フォレストCC）



巻 頭 言

厚労省は，社会保障と税に関する集中検討会議に外来
患者の窓口負担に一定額を上乗せする定額負担を導入
し，難病患者の自己負担軽減の財源にあてると提示し
た。この３割窓口負担プラス定額負担は，２００２年の３
割負担導入時の国会で，窓口負担は３割が限界とした厚
労省の見解，立場を反故にするとともに，厚労省の理由
のひとつの「長瀬指数」により３割窓口負担を超えると
医療需要の５割を満たさない，つまり病人の半分も受診
できなくなるとの政策判断を投げ捨てるものである。大
震災の混乱に乗じ，国民皆保険制度の根幹を崩し，社会
保障の機能弱体化をはかることに対しては如何なものか
と思う。
窓口３割負担は，２００２年の医療改革で導入された
が，国会審議で厚労省よりこの窓口負担水準が限界と触
れられ，法案成立後，当時の官房審議官は「患者負担引
き上げのカードは全て使い切った」と講演で解説してい

る。事実，健保法の附則に「将来にわたって患者負担は
３割を限度とする」とあり国民と約束した。
現在も使用されている患者負担と受診行動の相関を表
す「長瀬指数」により３割負担では医療需要の５９．２％
を満たすものの，４割負担では４８．８％と病人の半分も
受診できなくなる。病人の半分が使えない健康保険は，
公的医療保険として意味をなさないと思われ，１００円定
額負担「再診料＋１００円」だと４割強負担になり公的医
療保険は形骸化する。
この「窓口３割負担＋定額負担」は財務省の審議会で
再三取り上げられてきた「免責制」に他ならない。これ
は１回５００円または１，０００円までは，医療保険の適用と
せずにそれを超えた部分から３割負担を適用するという
ものだ。この導入のためには医療を現物給付の体系から
現金給付の体系に転換することが不可欠のため事実上実
現できなかった。なぜなら現金給付の体系に転換したと
たんに混合診療が完全に解禁になるからである。そのた
め厚労省は現物給付の体系は維持し３割負担＋定額負担
とし，抵抗感を緩和するために１００円程度の別負担とし
たのである。「上乗せ定額負担」と称されているが，要
は「上乗せ免責制」である。導入されれば，いずれ金額
が財務省想定の１，０００円まで跳ね上がることは確実であ
る。しかも足切り免責に比べ，この上乗せ免責は患者さ
ん負担実額の財政効果も大きくなる。
この導入にあたり，難病の負担軽減が口実にされてい
るが，高額療養費の適用水準を８０，１００円から４４，４００円
へ引き下げることを検討された。しかし２，６００億円の財
源手当の見通しがつかず頓挫した。これらの復活と一般
には理解している。
東日本大震災の下，被災地のみならず日本全体は戦後
復興にも似た状況での復旧，復輿に向け歩みだしてい
る。戦後の荒廃から国民皆保険制度を敷き，健康逹成度
世界一の医療制度を築いて来た。国民皆保険５０周年の
今年，将来に向け厳しい現実が突きつけられている。糊
塗を重ねるのでなく財源調達も正面から問い社会保障の
機能強化と国民の納得いく制度構築を考えるべきであ
る。
最後に今まであらゆる歯科界の難問に対応してきた先
駆者が血脇守之助先生であり，また今この時代に学閥で
物事を考える時代でないことも良く理解できるが，しか
し今この難問に立ち向かえることができるのは「血脇イ
ズム」を受け継いだ我が東歯大同窓しかありえないと思
われる。今こそ同窓一丸となり「血脇イズム」を発揮し
難問山積ではあるがひとつひとつ解決し，将来を担う若
い同窓や学生に「明るい夢を語れる歯科界」にしたいと
思うのは私だけだろうか。

島 村 大
渉外部常任理事

国民皆保険を崩す禁じ手
－窓口３割負担＋定額負担－
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お 知 ら せ

同窓会事業・行事

母校関係行事・案内

理事会より

●会則検討特別委員会より答申書がだされ，第三回理事会では機構改革が
最大のテーマとなりました。地域選出理事は理事会開催の２時間前に集
まり事前に意見交換を行ったり，また地域支部連合会にお邪魔していた
だいた機構改革案に対する各地域からの意見が紹介され，理事会では白
熱した議論が繰り広げられました。

●６月，７月に計画されていました学年代表会，全国歯科大学同窓・校友
会懇話会なども盛況に終わり，８月に入り２４年度の事業計画案，予算案
作りに役員は忙しく走り回っています。

●東日本大震災チャリティー同窓会全国ゴルフ大会（４０周年）
と き 平成２３年９月１５日（木）
ところ 武蔵カントリー倶楽部 豊岡コース（埼玉県）

●平成２３年度東京歯科大学同窓会評議員会・定時総会
と き 平成２３年１１月２６日（土）
ところ 如水会館（千代田区一ツ橋２－１－１）

●TDC卒後研修セミナー２０１１プログラム
卒研セミナー
№４ イブニングセミナー

『スタンダードプリコーション』
～感染に対する正しい知識～ ９月８日（木）

№５ 実習セミナー
『床型装置と咬合育成』
～介入時期と介入方略～ １１月２７日（日）

●TDCインプラントセミナー・マスターコース
開催日程 �９月３日（土）・４日（日）

�１０月１日（土）・２日（日）

問い合わせ先：東京歯科大学同窓会学術委員会 Tel.０３－５２７５－１７６１

●平成２３年度東京歯科大学学会
第２９２回総会 平成２３年１０月１５日（土）千葉校舎

１６日（日）水道橋校舎
演題締切 ８月２３日（火）
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会務アラカルト

すでにはじまった事業改革
事業改革については昨年の評議員
会で事業計画と予算が承認され，本
年度からスタートしています。ま
ず，学術部と保険部が一緒になり事
業推進部が誕生しました。事業推進
部は，今までの学術委員会と保険委
員会のほかに，大学・同窓連携委員
会，シンクタンク委員会，若手研修
委員会が新たに加わった５つの委員
会から編成され，新事業である若手
研修セミナー，インプラントセミ
ナー，歯科医療や生涯研修のあり方
を考える会などを企画開催するほ
か，その他のいろいろな関連企画を
精力的に進めようとしております。
評価の高い東京歯科大学同窓会の学
術部と保険部とが一緒に仕事をする
ようになれば計り知れない強さが期
待されます。お分かりのように今回

の事業改革では特に若手同窓の支援
に重きを置いています。前述の若手
研修セミナーの開催，いくつかの卒
研セミナーについて卒後５年以下，
卒後１０年以下の同窓に無料招待を
行っています。若い同窓は勤務医が
多く，異動などから支部加入率が悪
いといわれていますが，学年代表者
会によりクラス会を通して若手同窓
の目を同窓会にむけてもらえればと
期待しています。その他，臨床研修
医への同窓会案内の機会や，在校生
への同窓会からのアプローチも計画
しております。さらに先日開催され
た第５８回全国歯科大学同窓・校友会
懇話会では本同窓会から「若手同窓
への支援について」─同窓・校友会
はこれから若い同窓に何をすべきか
─をテーマにシンポジウムを行い，
同じ地域の同窓・校友会が出身大学

に関係なく若手同窓を対象として研
修会・講演会を企画開催することを
全国に提案しました。このように，
事業改革では，次世代をになう若手
歯科医が，同窓会の役割を理解して
同窓会活動に参加し，そこからまた
新しい同窓会の姿をさぐるよう期待
しています。

機構改革のめざすもの
機構改革では，組織のスリム化を
図りながら，会員―支部―地域支部
連合会―本部との関係をもう一度見
直してゆこうとしています。現在支
部・会員と本部とのつながりは主に
同窓会報と評議員会です。評議員会
では全国の支部から選出された評議
員が一堂に会し，大学からの現況報
告，同窓会の会務報告，そして議題
として決算，事業計画および予算や
役員の選出などが議論されていま
す。しかしながら，限られた時間内
にすべての支部の代表者がそれぞれ
の地域の会員の意見や要望を話して
もらうのは難しく，現実的にはなか
なか支部・会員と本部との意見交換
が成立しにくい状況となっていま
す。機構改革の基本は情報の提供，
情報の共有化であり，支部・会員か
らの声を反映できるようにすること
にあります。改革案では，まず
ファックス通信を以前より活用する
ようにしています。今年本格スター
トした情報ネット，これにより本部
と支部との情報交換も密にできるよ
うになりつつあります。すでに意見

大山執行部では平成２１年度より同窓会改革に着手しています。スリム化を進めながら各地域の会員の
先生，地域の支部からの声が本部に届き同窓が一体化した足腰の強い組織ができることをめざす機構改
革と，大学との連携，シンクタンク機能，若手同窓のための事業を推進することにより同窓会への求心
力を高めようとする事業改革とからなっています。

「将来へ，若手同窓」にむけた同窓会改革がスタート

お 知 ら せ
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や質問が支部長より上がり，回答も
しております。そして，支部長会を
地域支部連合会ごとに開催してもら
うことを提案しています。そこに本
部から役員が参加し，地域での意見
を支部長からじかに聞き，理事会に
持ち帰ります。また，地域の支部に
よっては若手会員の減少と高齢化に
より活動力低下に悩むところも少な
くありません。支部単独ではなかな
か解決できませんので，地域支部連
合会会長に地域の取りまとめをやっ
ていただきます。地域での課題をか
かえた地域支部連合会長には本部役
員として理事会に参加して頂き，地
域の実情，意見，要望を上げてもら
い，全国の支部・会員からの声を同
窓会の執行に反映できるようにした
いとも提案しています。こうなれれ
ば，今まで以上に支部・会員と本部
との距離を近づけることができると
考えています。また，このような組
織づくりを進めながら，評議員会を
スリム化し，身動きのとれるように
してゆきたいと考えます。

機構改革の進捗状態
機構改革は現在進行中で，執行部
の役員について，評議員の選出につ
いて，地域支部連合会の役割につい
てが具体的な審議内容で，その中で
も評議員の選出に関してその削減の
方法が中心議題となっております。
昨年の評議員会では，今までの支部
単位の評議員選出を地域支部連合会
ごとに選出することとし，その数は
会員１００名を単位にする方法を提案
しました。この選出方法ですと１２８
名の評議員が６６名に削減されるもの
でした。しかし，会員数の少ない県
支部では評議員を出せない状況が生
まれることから，一県支部一名の評
議員がでられるようとの強い要望が
評議員からありました。平成２３年度
に入り本執行部ではこの意見を受け

止め，経過措置として一県一評議員
がでられるよう改変しました。評議
員の選出は，会員１００名を単位とし
た地域支部連合会による選出を基本
として，その地域支部連合会に含ま
れる県支部の数に評議員数が満たな
い場合は，一時的な経過措置として
不足数を増やし補正するもので，昨
年の案よりも１４人増えることになり
ました。この考え方を基本とし，主
に以下の新しい機構改革案を提案さ
せていただいています。

・執行部役員，評議員の削減を行う
・地域支部連合会長は原則地域選出
理事（役員）となる
・評議員は地域支部連合会会員１００
人を単位に選出する
・ただし経過措置として一県支部一
人の評議員は選出できるようにす
る
・日歯役員，代議員，都道府県歯科
医師会会長は，評議員ではなく参
与となる
・クラス代表は，今後の検討課題と
して，とりあえず評議員枠からは
ずす
・支部長会は地域支部連合会単位で
行い，本部役員が参加する

この提案を説明するため，５月か
ら始まった各地域支部連合会の総
会，そして地域支部連合会の役員
会，支部長会に出席させていただ
き，意見をうかがってまいっており
ます。評議員の削減については大方
ご理解をいただいているようです
が，特に経過措置として提案した一
県一支部が出られるようにした補正
については，補正された地域と補正
されず激減する地域に格差が生じる
という指摘，機構改革により支部―
本部のつながりが弱まるのではとの
懸念，地域支部連合会の会長が地域
理事あるいは役員になることがその
地域支部連合会の運営上無理がある
ことなどが問題として挙げられまし
た。いずれの問題にしましても，若
い同窓の旧来と異なった同窓会への
意識変化そして学生数の減少などに
よる同窓会の右肩下がり傾向に対し
て，問題解決のため必要な事業や組
織規模を継続しつつ改革を急ぐ現状
の中では，ある一面でのダウンサイ
ジング，そしてそこから生じる一時
的な不公平感やそのために生じる弊
害を深くご理解いただき，まずは同
窓一丸となり評議員改革を進めなが
ら足腰の強い同窓会を目指すことを
お願いしております。

機構改革提案のイメージ

お 知 ら せ
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東京歯科大学同窓会事務局 FAX ０３－３２６４－４８５９

連絡先住所

卒業年度 平成 年卒 氏名 TEL

若手同窓支援セミナー申し込み用紙（FAX）

主催 東京歯科大学同窓会

テレビや新聞で最近報道されている医療事故。明日は我が身かもしれません。
未然に防ぐにはどうしたら良いのでしょうか。
不幸にして起ってしまった事故が医事紛争に至らないために，信頼関係を構築するには？
ディスカッションを通して，どんな些細なことでも講師陣がお答えします。
きっと明日からの臨床に役に立つこと間違いなし。奮ってご参加下さい！

講演内容 診療録に必要な内容とは？（カルテの記載について…）
医事紛争例から学ぶ（医事紛争を起こさないための心得…）
BS製剤，抗血液凝固剤服用患者の歯科処置について
下歯槽神経麻痺の対応について

講師：片倉 朗 オーラルメディシン・口腔外科教授

稲葉孝夫 東京都歯科医師会医事処理担当理事

山口和彦 東京歯科大学同窓会保険委員

日 時：平成２３年１１月６日（日）１３：００～１７：００
場 所：水道橋TDCビル １３F セミナー室
受講料：同窓無料

対象 若手同窓会員（卒後１０年程度まで）

もしも医療事故が起きたら！ カルテ開示に向けて必要なことは！

「誰もが避けたい医事紛争」

若手同窓支援セミナー２０１１

お 知 ら せ

5



平成２３年度東京歯科大学同窓会
学年代表者会開催
平成２３年６月５日午後２時より
水道橋校舎１３階 B教室において，
平成２３年度東京歯科大学同窓会学
年代表者会が開催された。
本会は，本部同窓会が各クラス会
の代表との対話の場として設けた新
しい企画で，昭和１６年卒（燦志会）
の矢島敏夫先生を筆頭に，今春卒業
した黄地健仁先生（百彩会）まで，４９
学年が出席した。会は田原邦昭常任
理事の進行により進められた。片倉
恵男副会長の開会の挨拶に続き，こ
れまで逝去された多くの同窓や，東
日本大震災の犠牲者に対して哀悼の
意を表し黙祷が捧げられた。続く
大山萬夫会長の挨拶では，「私が会
長に就任してから３年が経過し，爾
来同窓会の組織強化を進めたが，震
災によって一つの成果が出たと思
う。組織は非常時に機能を発揮す
る。本学の１２０年を長い帯に例える
と，それぞれの卒業年度のクラス会
が縦の糸，地区，支部をまとめてい
る横のつながりが横の糸で，立派な
帯が織り上がっている。織り上がっ
た直後は少々歪んでいても，次の年
度には奇麗に修正されていて，それ
が１２０年の力である。同窓会は大学

支援が大きな目的なのでそれに向
かっていきたい。同窓は８，０００人以
上いて，いろいろな意見があるが，
最終的には合意を得て，ここまで来
ている。それを大きな同窓会の力と
していきたい」と述べられ，特に若
い卒業生に対しては，「最近の風潮
として，組織に入ることは嫌なこと
かもしれないが，目に見えない教育
を受けることができる。仕事をさせ
られるがそれ以上のよいことがきっ
とあるので，それを充分にクラス全
員に知らせて，レベルアップをして
いただきたい。いずれ同窓会の中枢
としてご活躍をいただくときが必ず
来る」と励まされた。最後に，震災
支援金のお礼，大学への寄付金のお
願いなどを話された。
続いて大学より井出吉信副学長よ
りご挨拶と大学の近況報告があっ
た。井出先生は，６月１日からの法
人役員新体制，講座の統合，教授新
人事，大学の収支に関する最新情報

を話され，特に移転に関しては，
「用地の買収は全て完了し，来年４
月にさいかち坂校舎へ新入生を迎え
るための準備している。是非同窓の
先生方にご寄付のご協力をお願いし
たい」と話された。輝いている大学
を今まで以上に続けたいと力強く述
べられた。
続いて本部役員紹介のあと，同窓
会からの報告として，１）学年代表
者会の設置について髙橋義一専務理
事から，２）東日本大震災について
佐々木眞澄常任理事から，３）同窓
会情報ネットワークについて臼井
文規常任理事から，４）寄付金につ

会 務

平成２３年度東京歯科大学同窓会学年代表者会開催
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いて関 泰忠副会長から報告され
た。
まず髙橋専務理事は，「平成２２年
度評議員会において，足腰のつよい
同窓会づくりには支部を通した縦の
連携，クラス会を通した横の連携を
織り込むこと必要なことから学年代
表者との会を開催できるよう提案
し，本日の学年代表者会の開催の運
びとなった。特に大山執行部では若
手同窓を応援する事業を広げてあ
り，そのためにも若いクラス会との
つながりが必要不可欠になってく
る。学年代表者会の方向性として
は，クラス会が重要な位置づけにあ
ることを認識し，まずは本部からの
情報をファックス通信で行ったり，
情報ネットに参加してもらうことに
よりクラス会からの声を聴いてゆき
たいと考える。会は，大学との連携
をとりながら１年に１度は開催し，
会務に対するご意見，要望などをき
いたり，クラス会からの要望をきい
たり，必要に応じて協議したりす
る。今回は，大学との共催とし，第
一回目の会ということで各クラスの
現況を紹介，同窓会執行部会務につ
いての報告，そして懇親を中心に進
めるよう企画した。」と，本会が今日
の開催に至った経緯を説明された。
続いて佐々木理事からは，東日本
大震災の対応について資料を基に説
明され，「６月１日までに全国同窓
より受け付けた被災同窓に対する支
援金は２５６件，１０，５４２，０６４円であ
り，さらなるご支援を賜りたい」と
話された。臼井理事からは，「クラ

ス会―本部 情報ネット」を立ち上
げたので，登録をお願いしたいと説
明された。アドレスは，class@tdc
-alumni. jp で，「本部からの情報伝
達や，クラス会の開催予定，クラス
会からのご意見，ご要望，ご質問な
どを受け付ける」との説明があっ
た。そして「アドレスは１学年１ア
ドレスの登録で，本ネットは事務局
の直接対応とはなっておらず，ご理
解，ご協力をお願いしたい」とも話
された。最後に関副会長より，「現
在移転に係わる寄付金は３１７件，１
億円しか集まっておらず，さらなる
同窓のご協力をお願いしたい」と挨
拶があった。そして「申込期間は平
成２４年１２月３０日まで，払込期間は
平成２５年８月までであり，一口で
もよいので，さらなるご協力をお願
いしたい」と重ねてお願いされた。
休憩を挟み，本日出席した４９名
のクラス会代表全員から，自己紹介
と，クラス会の現状，同窓会への要
望などが話された。クラス会費，慶
弔に関わる事項，クラス会の開催の
様子などが各クラス共通の話題で
あった。また高齢会員が多いクラス
では，会員の減少により，やむなく
クラス会の解散にいたったというお
話もあった。特に昭和５６年卒小林
顕先生（水公会）からは，評議員会に
クラス会の代表が出席できなくな
り，本部同窓会との連携が取りづら
くなっていたが，本会を契機に良い
関係を結びたいと話された。
その後，協議事項として宮地建夫
副会長が登壇し，大学移転にかかわ

る寄付について，同窓会長からのク
ラス会への依頼，クラス会から本部
広報への窓口の確認，不幸があった
ときのクラス代表の対応について，
ファックス受信情報のデジタルデー
タによる提供のお願い，評議員数の
削減計画の進捗状況について，被災
情報など収集情報の処理の扱いをよ
り早く進めるよう要望などについて
意見の取りまとめを行った。
続いて，場所を１０階に移し，懇
親会が開催された。大山会長の挨拶
のあと，本日出席者の最長老，昭和
１６年卒の矢島先生の乾杯のご発声
のあと，しばし懇談し，最後に鳴神
保雄同窓会顧問，西山 潔（昭和５７
年卒，黎明会）のタクトで校歌を斉
唱し，閉会した。
クラス代表者と本部同窓会役員が
一堂に会して情報や意見の交換の機
会が持たれたことが意義が高いと考
えられる。
今後が重要で，ファックス通信，
情報ネット，広報をとおして継続的
にその連携をより深めることを進め
るとともに，次年度では会の開催目
的をしっかりと確認しつつ，若い同
窓がより参加できるような企画を大
いに期待するものである。

7
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第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会開催

平成２３年７月２３日（土）午後１２時よ
り東京ドームホテル・オーロラの間
において，第５８回全国歯科大学同
窓・校友会懇話会が開催された。
本会は，全国２８校が年一回持ち
回りで開催され今回は東京歯科大学
の主幹で開催された。来賓として日
本歯科医師会大久保満男会長，東京
都歯科医師会浅野紀元会長，日本歯
科医師会中島信也常務理事，東京歯
科大学金子 譲理事長，東京歯科大
学井出吉信学長，衆議院川口 浩議
員，参議院西村まさみ議員をお招き
した。髙橋専務理事の進行によりま
ず東日本大震災の犠牲者に対する黙
祷が捧げられ，続き片倉恵男副会長

の開会の挨拶で始められた。続く
大山萬夫会長の挨拶では，「歯科会
が苦難な時代に，私どもはどう対応
すべきかという大きなテーマを抱え
ている。その中で，本日は若手の支
援を一つのテーマとした。併せて，
全歯懇をより一層有意義なものにす
るにはどうすべきかについても時間
の許す限り協議願いたい，全歯懇は
日本歯科医師会に協力する形をとる
のが本来の姿と考えているし日歯も
全歯懇の力を期待している面もある
かもしれない。その意味で日歯に協
力していきたい」と述べられた。つ
づいて大久保会長は「未入会員に伴
う会員減少は日本歯科医師会におい

ても共通の問題である。平成１９年
を境に退会者が入会者を上回り初め
て会員数が前年を下回ることとなっ
た。退会者の主な理由は経済的な理
由によるもので今後対策として入会
金の値下げ，会員種別を見直し研修
生の扱いも検討する。また同窓会か
らの歯科医師会への入会のアプロー
チがとても有効と考えるので特にお
願いしたい。」と述べられた。続き
来賓のご紹介と共に浅野会長，井出
学長，西村議員よりご挨拶を賜り，
本日のメインテーマである「若手同
窓への支援について」のシンポジウ
ムへと続いた。はじめに東京歯科大
学石井拓男副学長より研修医制度に

8
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ついて「臨床研修制度は日歯が医科
に習って法制化を求めた結果であ
り，大学が要求したものではない。
又政権交代後の事業仕分けにより，
平成２２年度に約２９億円あった歯科
医師臨床研修費は２２億円に削減さ
れた。歯科においては８５％の研修
医を歯科大学病院が受け入れており
内容の充実を目指す上で影響は大き
い」とご講演された。続いて宮地
建夫副会長より「『同窓・校友会は
これから若い同窓に何をすべきか』
たとえば同窓の先輩の臨床見学，就
職・開業の情報提供，保険請求の研
修，臨床症例の疑問の手助け，情報
ネットワークづくり等いろいろな方
面からの支援が思いつくが，今回は
若い同窓生への生涯研修について考
えてみたい。同窓・校友会では各校
で研修会や講演会を行っているが，
最近の臨床研修制度を終了してきた
若手同窓生対象に限って行われてい
るものは少ない。このような現状に
同じ地域の同窓・校友会が出身大学
は関係なく，若手同窓支援のための
研修会・講演会を企画開催できるよ
うになれば，まして，それが全国規
模に広がればすばらしいシステムに
なり得る。また，このようなシステ
ムが構築されれば若手同窓生の同
窓・校友会離れや未入会対策として
も有効な手段と考えらる。」と問題
提起された。
続いて中島常務理事は「若手歯科
医師が歯科医師会に入会できていな
い現状が説明された。歯科医師会と
若手歯科医師，大学，同窓会・校友

会のトライアングル連携の必要性を
強調し生涯研修を一つのキーワード
として臨床研修医，勤務歯科医大学
院に在籍する歯科医の若手育成に同
じ土俵の中で貢献する立場を持つこ
とが未入会対策につながる」と述べ
られ，ディスカッションへ移った。
各同窓・校友会での独自で行って
いる事業，若手同窓生に対する事業
および未入会対策等の報告があった。
「多くの大学は講演会の無料化およ
び共同開催し多数の参加者を集め，
また同窓会に興味を持ってもらうた
めに情報のオープン化に努力した。
日本大学歯学部同窓会より参加者
にメリットのあるキャリアパスがあ
ればと要望があり，石井講師より看
護師界でキャリアパスがある。また
中島講師より生涯研修では，キャリ
アパスの検討中で認定医制度を整理
しGPの認定医を検討している。続
き大阪大学歯学部による周辺大学お
よび主要都市を含むオンデマンド配
信についての報告，東京歯科大学同
窓会の山本常任理事は魅力ある同窓
会とするために若手支援（卒業５年
まで）のため保険と学術の融合した
セミナーを開催している。東京歯科

大学同窓会・日本大学歯学部同窓会
で共同若手支援セミナー（無料）を
行っている。
愛知学院大学歯学部同窓会では国
家試験に１年先輩が指導にあたり臨
床研修医に対してはその上の先輩が
指導する。それ以降は，同窓会員が
指導する。学生支援も積極的に行っ
ている。
日本歯科大学校友会では学生に卒
業前（３・５年生）に校友会が学生に
興味ある講演会を企画し歯科のイ
メージを伝える講義をしている。
九州大学歯学部同窓会では臨床研
修医の住所の把握ができにくいの
で，学生６年生を対象に懇親会を開
催し，同窓会役員が今後の相談をす
る。
鶴見大学歯学部同窓会では６年生
を対象に『歯科界に旅立つに当たっ
て』医療事故等の対処の仕方につい
て説明する。
日本大学歯学部同窓会では卒直後
のカルテ指導や音楽会を開催する。
明海大学歯学部では学生時代に３
回ほど同窓会が講演，説明会を行
い，卒業証書と引き替えに卒後の住
所を確認する。
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東京医科歯科大学同窓会では
CDEの説明と卒後の研修において
若手に出席しやすいイブニングコー
スを開催している。学生の優秀論文
に賞金を設定している。今までの反
省として学生にアプローチが薄かっ
た。」と大変興味深い情報の交換が
行われた。
休憩をはさみ，第二のテーマであ
る全歯懇の今後のあり方について
髙橋専務理事の進行で協議された。
アンケートの結果について山本
英之常任理事より「運営方法は，多
少改善をする程度で今まで通りで良
いという意見が多く，運営にあたっ
ては，会長（代表者）を置くことや会
則に関しては意見がわかれた。全国
歯科大学・校友会という新しい形・
名称の会については賛成６校，反
対・どちらとも言えないが合わせて
１７校であった。
学術連絡会との関係は，今まで通
りより何らかの関係を持つ，情報発

信については発信する意見が多く発
信先は多方面に意見がわかれた。各
校の情報交換については賛成意見が
多く見られた。各校の全歯懇のイ
メージはばらつきがあった。」と報
告された。
その後各校より意見交換が行われ，
全歯懇は情報交換と親睦交流の場と
いう基本方針や当番校による運営は
現状のままとし，外部への情報発信
についてはその都度協議し議事録は
必ず残すという形となった。
休憩を挟み，梅村長生副会長の進
行で大学報告ののち次々回の当番校
の鶴見歯科大学が選出された。続い
て髙橋専務理事の進行で次回の当番
校の日本大学歯学部同窓会小幡 純
副会長のご挨拶と次回平成２４年１０
月６日（土）新橋第一ホテルにて開催
するとの報告があった。矢﨑副会長
により閉会の挨拶，数多くの意見交
換もあり盛況のもと閉会となった。
続いて会場をシンシアの間にうつし

懇親会が佐々木眞澄常任理事の進行
により行われた。
開会を梅村副会長により行われ，
東京歯科大学金子 譲理事長，東京
都歯科医師会浅野紀元会長，衆議院
川口 浩議員よりご挨拶を賜り，次
期当番校の日本大学歯学部同窓会
堀部和政副会長により乾杯が行われ
た。各テーブル大いに盛り上がりし
ばし歓談後，東京歯科大学同窓を含
む「WAY-OUT TOKYO BIG BANND」
によるジャズ演奏が行われた。ビッ
グバンドの迫力ある演奏が行われ
た。選曲を出席者の時代に合わせた
とのことでさらに会場は盛り上が
り，各テーブルを超え違う大学のか
たとの交流が盛んに行われ全国同窓
会・校友会の親睦はより深まった。
最後に宮地副会長より長い一日と
なったこの会への出席者および協力
委員をねぎらう言葉とこれから全歯
懇のますますの発展を願い閉会と
なった。
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第２回理事会

平成２３年４月１６日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ２７名
議長 大山会長

会長挨拶
このたびの東日本大震災にあたっては，先生方に情報
の収集等ご活躍をいただいている。本部としても早急に
対策本部を設けて対処している。未曾有の大災害で，当
初連絡網が混乱していたこともありメールを中心に処理
していたので，末端の会員に周知徹底ができなかったこ
となどの問題点も検討している。共済の問題についても
協議いただき，被災会員に対して支援していけるよう充
分ご審議を願いたい。

黙 祷
横浜鶴見支部・酒井眞一氏他１０名のご逝去を悼み，謹
んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告および承認
１）平成２３年３月１０日から１２月２６日までの日程を報告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①支部学術講演会講師派遣交通費
の支出について３件報告。②地域支部連合会長交代
について１件報告。③支部長交代について３件報
告。④支部長退任時の感謝状ならびに記念品の贈呈
について３件報告。⑤今回の震災に関連して予定変
更された同窓会事業の報告。⑥厚生委員会について
報告。⑦情報ネットワークの現況および情報ネット
ワークの業務一部委託契約について報告。⑧母校創
立１２０周年記念事業募金の現況を報告。⑨第５８回全
国歯科大学同窓・校友会懇話会の準備状況について
報告。⑩東日本大震災同窓会員被災状況調べ・支部
被災状況アンケート等説明，東日本大震災対策部会
の支援活動ほか対策の基本的な考え方を報告。
⑵ 会計部：現況を報告。
⑶ 渉外部：①都道府県歯科医師会会長選挙について
報告。②日歯役員について報告。
⑷ 広報部：①会報委員会は大震災報告記事掲載など
４月号の大幅変更を協議し，４，６月の合併号とし

て発行したい旨報告。また発送封筒を透明に変更す
ることを報告。②ホームページ委員会は３月開催予
定の委員会は中止とした。３月１１日以降の主なHP
更新状況および３月のHPアクセスレポートにつ
いて報告。
⑸ 事業推進部：①学術委員会について報告。②第２７
回全国歯科大学同窓・校友会学術担当者連絡会準備
会について報告。③TDC卒後研修セミナー２０１１に
ついて報告。④保険委員会について報告。また，会
報４月号に掲載予定であった記事を差し替え，震災
に関する保険診療とその請求方法を掲載する予定で
あることを報告。⑤大学・同窓連携委員会事業のイ
ンプラントセミナーについて報告。⑥シンクタンク
委員会について報告。

各地域選出理事報告
１）戸田理事（北海道）
北海道地域支部連合会臨時総会で連合会会長が交
代。新執行部による役員会が開催，東日本大震災被災
者への対応についても協議，今後も検討していく旨報
告。
２）高橋理事（東北）
震災に遭った東北地域各支部会員の状況をスライド
で報告。秋田・山形県は被害が無かったが，青森・岩
手・宮城・福島県の太平洋沿岸部はすべて津波の浸水
被害を受けている。同窓会会員・関係者に関しては最
悪の状況は免れたと思われる。また福島県については
調査そのものができなかったが，昨日支部長より分か
る範囲での状況を手紙によりお伝えいただいた内容を
報告。復旧復興に向け特段のご支持・ご支援を最後ま
でお願いする旨挨拶。
３）長久保理事（関東）
関東地域支部連合会で評議員の削減，地域支部連合
会長の任期，選出理事についてアンケートを取ったの
で，協議題として提案する旨報告。
４）早速理事（東京）
東京地域支部連合会会員の日本歯科医師会役員就任
について報告。東日本大震災の支援金・義援金につい
ては積極的に協力，詳細については継続審議している
ことを報告。
５）飯島理事代理報告（信越）
長野県北部地震は復興途上である。３月３０日に長野
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県４支部総会を開催し，歯ブラシ３０００本を被災地に支
援した。信越地域支部連合会総会及び長野県連合総会
を１０月１日（土）午後に諏訪市で開催する。
６）宮田理事（東海）
東海地域支部連合会支部長会が開催された。連合会
長と地区理事の件では静岡・愛知県は可能だが，会員
数の少ない三重・岐阜県は難しいという意見であっ
た。次回から連合会関係行事は名古屋駅近くで開催す
ることにしてはという意見もあり，今後協議していく
こととなった。東日本大震災への支援金は各支部で検
討していくことを報告。
７）宮本理事（北陸）
東日本大震災では北陸地域支部連合会会員に被害は
無かったが，福島原発近辺地域から同窓会会員が福井
県に避難してきている。その対応について検討してい
ることを報告。
８）井口理事（近畿）
近畿地域支部連合会支部長会を開催予定であり，支
援金・機構改革・寄付について協議することを報告。
東日本大震災に関しては，震災の経験者である兵庫県
が早い対応をしている等，各支部の現況を報告。
９）山根理事（中国）
東日本大震災に対する支援については，それぞれ各
支部で対応していることを報告。大学への寄付に関し
て個別に聞くとその意思はあるとのことが多かった。

１０）久保田理事（四国）
四国地域支部連合会開催予定を報告。各支部の東日
本大震災に対する支援金対応について報告。

１１）濱田理事（九州）
各支部の東日本大震災支援金対応についてはまだ決
まっていないことを報告。

協議事項
１）推薦会員退会願いについて４件承認。
２）共済負担金納入延期願いについて１件承認。
３）会費，共済負担金納入延期願いについて１件承認。
４）機構改革についての基本的な考え方を説明・提案，
今後更なる意見を盛り込む事が出来るか等，意見が
あったが協議の結果承認。
５）会務に関する諸問題への対応について説明・提案，
協議の結果，承認。
６）会則検討特別委員会の開催と諮問（案），会則改正
（案）について説明・提案，協議の結果，承認。
７）東日本大震災における同窓の被災状況とその対応に
ついて説明・提案，協議の結果，対策部会の方向性を
含め会長一任で承認。
８）東日本大震災用の会員罹災報告様式の説明・提案，
協議の結果，ライフラインによる被害を含め大震災用
の対応で支給することとし，被災会員への共済金の支
払いを可及的に速やかに行うことで承認。諸々の事項
対応を含めて会長一任とする。
９）既に開催が決定している第３９回同窓会主催全国ゴル
フ大会について，大震災後であることを鑑みて，チャ
リティーゴルフ大会として予定通り開催する旨の提
案，協議の結果，承認。

１０）牛込支部，四谷支部から支部合併の要望書が提出さ
れていることの説明，合併を本理事会で承認，その後
本年度評議員会に諮ることの提案，協議の結果，承
認。

１１）東日本大震災被災に起因する会費，共済負担金納入
延期願いの取り扱いについて，被災者個々の状況の多
様性が予想されるので，従来どおりの取り扱いとする
ことを提案，協議の結果，承認。

訂正とお詫び

会報「第３８１号」に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

P３９ 逝去会員
上から９人目 酒井眞一先生 誤：昭３１卒

正：昭３５卒

下から６人目 川村 昇先生 誤：山梨県支部
正：横須賀・鎌倉支部



東日本大震災対策部会

被災状況
平成２３年３月１１日午後２時４６分，
日本の観測史上最大の地震が発生し
ました。これにより大津波が発生し
東北地方の太平洋沿岸部に壊滅的な
被害をもたらしました。さらに福島
第一原子力発電所での事故発生によ
り多量の放射性物質が放出され，日
本のみならず各国にも影響を及ぼし
ました。７月２３日現在，死者は１５，６１６
人，行方不明４，９４９人と大きな人的
被害状況が報告されています。
東京歯科大学同窓会員も多くの人

が被災しました。支部長からの報告
によれば，１６６件の同窓が被災され
たとのことです。もっとも多かった
のは茨城県支部の５３件，ついで福島
県支部の４２件，宮城県支部３９件，栃
木県支部１５件で，ほか青森県支部，
岩手県支部，千葉県支部，大学支
部，芝支部と９支部と広い範囲にわ
たっていました。各支部会員数（平
成２２年１１月現在）に対する割合でみ
ますと，もっとも高いのが宮城県支
部６５．０％，ついで福島県支部４９．４
％，茨城県支部４８．２％とその被害の
大きさがうかがえます。壊滅的な被
害，あるいはライフライン停止によ
る１か月以上の診療停止など甚大な
る被害（レベルA）をうけた同窓
は，宮城県（１２名）と福島県支部（１２
名），茨城県支部（８名）と震源地
に面する太平洋沿岸の３県に集中し
ました。ただ，地域によってはまだ
報告が出せない状況もあり，実際に
はこの数字以上とも考えられます。
未だに余震と思われる強い揺れを感
じることもあり，さらに被害が広
がったり重度化することが懸念され
ます。

初期対応
地震が発生してから２日後，３月

１３日（日）には同窓会本部に東日本
大震災対策部会を設置し，同時に同
窓会ホームページ内に災害情報用の
掲示板を設け，同窓からの書き込み
により被災状況の収集，同窓への災
害情報の提供を図りました。この災
害情報用掲示板で多くの同窓が情報
交換を円滑に進められるよう，支部
長，クラス代表へのファックス通

信，情報ネットを通してお願いしま
した。多くの人が災害情報用掲示板
に注目し，多い日には３，０００件近い
アクセスがありました。その掲示板
に岩手県鈴木雅夫支部長から歯ブラ
シなど口腔衛生管理用品の支援のお
願いがあがり，さっそく歯ブラシ支
援を開始しました（３月２２日）。岩
手県支部長に直送と本部同窓会へと
２つのルートをつくり，本部におい
ても歯ブラシだけでも３万本近く支
援いただき，岩手県支部，いわき市
歯科医師会，南相馬市，茨城県支
部，福島県支部，南三陸町など同窓
会員による支援活動とあわせて協力
してまいりました。心から同窓各位
にお礼申し上げます。
３月末には被災の概況を知るため
全国の支部に同窓被災状況アンケー

暖かいご支援ありがとうございました。
復旧・復興には遠い道のりにあります。つづけてご支援お願いします。

５２２４５２３９１６６合計件数
００１０１芝 支 部
２０２０４大 学 支 部
２０１３６千葉県支部
１１２２０１５栃木県支部
２２７１６８５３茨城県支部
９６１５１２４２福島県支部
４９１４１２３９宮城県支部
０００３３岩手県支部
２０１０３青森県支部
ＤＣＢＡ

罹災件数
罹災状況

平成２３年７月６日現在

東日本大震災 会員罹災報告

Ａ：自宅または診療所が壊滅的被害を受
け，診療までに１週間以上かかる状
態，またはライフライン停止，避難な
どにより一ヶ月以上診療不能

Ｂ：自宅または診療所が被害を受け，診療
までに３～６日ぐらいかかる状態，ま
たはライフライン停止，避難などによ
り２週間以上診療不能

Ｃ：自宅または診療所が被害を受け，診療
までに１～２日ぐらいかかる状態，ま
たはライフライン停止，避難により１
週間以上診療不能

Ｄ：自宅または診療所が被害を受けたが，
診療には支障がない状態，またはライ
フライン停止，避難などにより４から
６日診療不能

対策部会日誌
３月１３日 東京歯科大学同窓会東

日本大震災対策部会設
置
同窓会HPに『災害情
報用掲示板』設置

３月１９日 同窓会HPのアクセス
件数：一日当り２９１０件
を記録（パソコン数）

３月２２日 「歯ブラシなど口腔衛
生管理用品の提供のお
願い」

３月２９日 各支部に同窓被災状況
アンケート

４月７日 『支援金窓口』開設
４月３，４，７，９，１０日 高橋

文明理事現地視察
４月１９日 歯ブラシ等支援のお願

い休止
５月１，２日 大山会長，片倉副

会長，髙橋専務
被災地お見舞い訪問

６月，７月 共済金の支給
特別支援金，一般支
援金など第一期支援
金の支給
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トをお願いし，今回の災害でどのく
らいの被害を受けているかの概況を
把握することができました。これら

の全国支部長から頂いた資料，東北
地域支部連合会の各支部長，高橋
文明東北地域理事からの被災地情
報，そして支援内容についてのあり
がたい助言など，今回の支援活動の
大きな力になったことを書き添えて
おきます。そして，４月に入り支援
金窓口を開設しました。

支援
経済的な支援としては，支部への
見舞金などの支援，同窓会共済制度
による支援，義援金，同窓による同
窓に対する支援金の支給を行ってい
ます。支部への支援金として，震災
直後の東北６県での現地活動に対し
て初期活動補助金として計６０万円，
岩手，宮城，福島，茨城，千葉など
広範囲に被災をうけた支部に対して

支部活動補助金として計１００万円，
壊滅的な被害を多く受けた岩手，宮
城，福島のお見舞金として１８０万円
を支給しました。そして義援金とし
て１００万円を支援し，総額で４２０万円
の拠出となりました。
被災同窓に対する同窓会共済制度
による共済金の支給に際しては，現
行の共済制度では原発事故による避
難やライフライン停止による診療停
止を余儀なくされた場合は適応外と
なっておりますので，東日本大震災
用の被災報告の様式を作り，適応範
囲を広げました。７月６日現在１６６
件に対し，１，０３０万円支払われまし
た。共済金の支給は，今後の申請で
も受け付けますので，未だ報告され
ていない同窓におかれましては，支
部長をとおして提出のほどお願い致

声 明 文
全国の同窓会員の皆様へ

このたびの東日本大震災に際しまして，被災されました皆様に，こころよりお見舞い申し上げますと共に，
地域の一日も早い復興をお祈り申し上げます。
私たち東北地域支部連合会においても，多くの同窓会員が被災し，診療所や自宅に影響がでました。とりわ
け岩手県，宮城県，福島県の太平洋沿岸部では，地震と津波により，大きな被害に遭いました。
さらに福島第一原発の事故は，ついに，レベル７という最悪の事態に到達してしまい，地震，津波，原発事
故，放射能汚染，風評被害といくつもの被害が重層しております。
福島県同窓会員の苦悩は察するに余りあります。
これまで全国の同窓の皆様からは，口腔ケア用品のご提供をいただきました。これにより被災された地域住
民の口腔衛生と健康に，たいへんお役に立てたのではと喜んでおります。会員の安否につきましても，たいへ
んご心配をおかけいたしました。
義援金，見舞金等も多く寄せられました。厚くあつく御礼申し上げます。
また同窓会本部には，被災した同窓を支援するための支援金募集口座が設けられました。被災された同窓会
員が，また再び地域医療に取り組めるためには，かなりの長い時間が必要とされると思います。どうかこれか
らも，なお一層のご支援，ご厚情をたまわりますようお願い申し上げます。東北地域支部連合会は，会員一丸
となって，地域医療の復興を成し遂げるまでがんばりぬくことをお誓い致しまして御礼の挨拶と致します。

東北地域支部連合会会長 松山陽一
青森県支部：松山陽一
岩手県支部：鈴木雅夫
秋田県支部：藤原元幸
宮城県支部：小野 喬
山形県支部：齋藤利明
福島県支部：佐藤正矢

【本部が受付けた支援物資】
＊歯 ブ ラ シ：約２９，０００本
＊歯間ブラシ：約５，２００本
＊その他
デンタルフロス，歯磨剤，義
歯洗浄剤，義歯ケース，義歯
安定剤，義歯用ブラシ，デン
タルリンス，紙コップ，プラ
スチックコップ，マスク，使
い捨てカイロ，ケアセット，
口腔粘膜用ブラシ等

《支援先》
＊岩手県支部（支部長に同窓より
直送された。）
＊いわき市歯科医師会
（東歯Ｓ５１年卒 原 英一会長）
＊南相馬市（中川寛一教授）
＊茨城支部：ダンボール９箱
＊福島支部：ダンボール５箱
＊南三陸町
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します。
被災された同窓への支援を目的に
した支援金窓口には，７月２２日現在
３０５件，１４，７０８，９８７円のご協力をい
ただいております。支援金は６月～
７月に第一回目，夏過ぎに２回目，
評議員会以降に３回目をそれぞれ支
給予定にしております。毎回集まっ
た支援金の８割前後を支給しようと
予定しています。第一回目の支給
は，特別支援金と一般支援金とから
なり，特別支援金は，壊滅的な被害
と報告された方のうちでもその時点
での復帰めどが立たない会員に支給
しました。６名の同窓の先生に対し
総額で３４０万円支援しました。また，
一般支援金は，支部ごとの被災状況
により支部に分配し，各支部長の状
況判断により配分をお願いするもの
です。レベルAの罹災があった支
部を対象に，レベルAとレベルB
の人数から積算し，岩手県支部，宮
城県支部，福島県支部，茨城県支

部，千葉県支部に総額で６１０万円を
支援させていただきました（第一回
目の支援合計９５０万円）。支援金協力
をして頂いた先生から，共済金や支
援金の支給が遅いとのご指摘をいた
だいておりますが，被災地内での被
災状況把握は決して容易ではなく，
被災者ご本人からの報告にもとづき
支部長の先生方が取りまとめられる
ご苦労から時間を要した次第です。
また支援についても，共済金と支援
金とがあり，受給される方が混乱し
ないように順次進めてきたためであ
ります。しかしながら特別支援金で
も家から避難したまま戻れず，住む
家も仕事にも困っている様な緊急を
要する会員には早期に支援をすませ
てあります。

東北地域支部連合会総会
東日本大震災で大きな被害をうけ
た支部が多い東北地域支部連合会総
会が松山陽一会長のもと開催されま

した。被災から３ヵ月，開催も危ぶ
まれましたが各支部長からのご意向
で開催の運びとなったとご苦労がう
かがわれました。当日総会前に開催
された役員協議会でも被災に関する
事柄が本部役員も交じえ熱い議論が
されました。総会では，東北地域支
部連合会から支援に対する感謝とお
願いを記した声明文が読まれ大山会
長に渡されました。学術講演会では
千葉病院長の髙野伸夫先生が講演さ
れましたが，終了後髙野伸夫先生は
講演料をそのまま松山会長にお見舞
いとして差し出され，受け取った松
山会長は出席者総意のもと大山会長
に支援金として預けられました。予
想もしていなかった場面に満場の拍
手となり，大変心なごむひとときを
過ごさせていただきました。

その後の支援
原発事故の影響はいまだに残り，
避難されている同窓におかれまして
も過酷な状況は続いていますし，仕
事の再開の目途もたっておりませ
ん。また，地震や津波で壊滅的な被
害を受けた方々も，報道などでは復
興の兆しが強く映し出されています
が，現実的には目に見えないストレ
スが残っているように強く感じま
す。瓦礫が残るところも多く，地域
自体の復興はおくれています。たと
え診療再開といいましても決して震
災以前の“当たり前の普通の状況”
に近づくことはありません。全国同
窓におかれましては，被災地の先生
方と心を一つにし，いままでにも増
してご支援をお願いする次第であり
ます。

第１回の支援金支給状況
特別支援金 （個人に対して） 合計 ３４０万
福島県支部 ２件，宮城県支部 ５０万×３件，
茨城県支部 １件

一般支援金 （支部に対して） 合計 ６１０万
７月１日現在でＡの報告があった支部を対象に，

Ａ，Ｂの人数割合によって支部に支給
岩手県支部 ３０万，宮城県支部 １９０万
福島県支部 １９５万，茨城県支部 １６０万
千葉県支部 ３５万

第１回支給額合計 ９５０万円（特別支援金＋一般支援金）
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１日目（５月１日）
大山会長，片倉副会長，髙橋専務
理事は５月１日（日）羽田に集合
し，東日本大震災被災地に向いまし
た。花巻空港にて岩手県支部長鈴木
雅夫先生の出迎えをうけ，その場に
て岩手県支部へのお見舞いを申し上
げました。

ここで地域選出理事高橋文明先生
と合流し，この後二つのグループに
分かれお見舞いに行きました。大山
会長，片倉副会長は鈴木支部長の車
に乗って，花巻空港から東北自動車
道で盛岡市の岩手県歯科医師会館へ
行き箱崎会長と面談し，被災された
岩手県歯科医師会員に対するお見舞
いを申し上げました。そして，昼食
もそこそこに，盛岡１３時４６分発の新
幹線にて仙台へ向かいました。仙台

では，出迎えて頂いた宮城県支部長
小野 喬先生の車で，今回の震災に
より最も悲惨な津波被害を受けた地
区へと向かいました。
仙台駅を出て車中から見る街の風
景は，道路・ビル・家屋等地震の被
害をそれ程感じることはありません
でしたが，若林区に差し掛かると少
しずつ津波被害が見てとれる様にな
り，凡そ３０分程の道程で多賀城市に
入るとその情景は一気に悲惨さを増
しました。まさに壊滅的で「息を呑

む」光景の連続でした。多賀城市の
隣の七ケ浜町も集落は消滅し，瓦礫
の山と化していましたが，小野支部
長の「ここ菖蒲田浜は風光明媚で夏
は海水浴場としてもとても良い所で
した」との言葉には，郷土を誇る気
持ちと津波被害の無念さをしみじみ
と感じ，再び元の姿に戻る日を心か
ら祈らずには居られませんでした。
帰路は三陸道・仙台東部道路を仙
台に向かいましたが，沿道の仙台平
野の穀倉地帯は泥に埋まり，到る所
に瓦礫と化した車の残骸や在るべき
筈のない漁船のある光景を目の当た
りにしました。
一方髙橋専務，高橋理事は花巻空
港から東北自動車道で一関へ，そし
て２８４号線で一路気仙沼に向いまし
た。気仙沼では津波被害がひどく，
その情景は惨憺たるものでした。
最初訪れた菅原初夫先生（昭和５１
年卒）の診療所はそんな地域の中に
ありました。先生の診療所をみると
言葉を失ってしまいました。割れた
窓ガラス，人影もなく，廃墟のよう

東日本大震災被災地視察と会員お見舞い訪問記

東日本大震災の被災地の状況にはいまだ心を痛める状況です。瓦礫の残る岩手，宮城，福島の被災地
を，大山会長は５月に訪問し現地の状況，要望をつぶさに聞いて参りました。以下その報告をいたしま
す。
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に化した診療室。外には変わり果て
たチェアーが並べられていました。
「しばらくの間休業いたします」の
張り紙が玄関に貼ってあり，診療室
の壁に残された津波の水位がすべて
を物語っておりました。裏の自宅に
あった転居先の張り紙をたよりに
菅原先生にお会いし，直接お見舞い
を申し上げることができました。現
在，一緒に仕事をしていましたご子
息のアパートに仮住まいをされてお
り，もちろん仕事はしておらず，診
療所復興にはまだ時間がかかると口
重くお話する無精ひげの先生の姿が
忘れられません。

菅原先生の診療所の近くの葛
正博先生（昭和５１年卒）を訪れ，お
見舞いをしました。床上浸水とのこ
とで，手の物差しで１０センチくらい
の高さを示してくれましたが，実際
には形で表されない被害はすごく大
きいことが話を聞いていて分りまし
た。地震のときスタッフは平屋の診
療室におり，段々と診療室に水が上
がってきて，急ぎ待合室出窓の部分
やカウンターの上にのって，恐怖に
おののきながら状況を見守ったとの
ことです。先生は裏口近く外にでて

おり，足元までの水がきたあと，
あっという間に首近くまで水かさが
増してきたそうで，雪の日に冷たい
津波に襲われたわけで，さすがに終
わりだとも思ったそうです。そして
水かさがさらに増したとき体が浮き
上がり，そのとき摑まえた２本の木
に両手で必死につかまり，面してい
た裏の駐車場の金網につかまり高い
ところに逃れ，その後すぐに駆けつ
けたスタッフのご主人とでスタッフ
を救出したとのことでした。
昭和４８年卒の鈴木一雄先生のご自
宅に行ってみました。ご本人は不在
で奥様にお見舞いを申し上げまし
た。鈴木先生の診療所は海に近い５
階建て，３階に診療室があり２階と
３階との間まで水が来たとのこと
で，周りの建物は壊滅状態でした
が，なんとか建物は残り，その姿が
新聞に載ったそうです。当時診療中
で，お子さん連れもおられ，建物内
で待機，津波の怖さをまざまざと見
たそうです。奥様によれば気仙沼は
三重苦で，地震，津波，そして火事
で恐怖の一夜を過ごしたとのこと
で，いまだ不明者が多く，時間に
よっては異臭が漂い，町全体が沈み
ぎみで，復興を期待するものの相当
時間がかかるのではと心配されてい

ました。
気仙沼をあとにして石巻に向いま
した。石巻では，海に近い地域では
警官がたって規制をしていて，まだ
復旧に至っていないことを感じさせ
ました。まず箕田昌弘先生（昭和３６
年卒）のお宅に伺いました。先生は
ご不在で，奥様に今回の被災に対し
お見舞いを申し上げました。診療所
は海に近いところに位置し，２階に
診療室があるそうです。当時先生は
診療所にはいませんでしたが，一階
部分に外から自動車が２台流れ入り
込んでしまい，いまだにそのままの
状況だそうです。
続いて鈴木 裕先生（昭和５４年
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卒）の診療所にお見舞いに上がりま
した。鈴木先生といえば，同窓会
ホームページの災害用情報掲示板で
昭和５４年卒弥生会から石巻鈴木 裕
君無事！と３月１３日早々にアップさ
れたのを見た方も多いかもしれませ
んが，ご本人も「３日間行方不明に
なっていました」とおっしゃってい
ました。床上浸水で，そのまま自宅
待機をしていたとのことです。電気
水道も途絶え，外との連絡は出来な
いまま，行方不明状態でじっとして
いたとのことです。奥様ともどもお
元気そうでホット安心しました。
夕刻遅く宮城県支部の先生方と集
り，お見舞いを申し上げるととも
に，つらい話をうかがいました。

２日目（５月２日）
大山会長，片倉副会長は，仙台
９：１０発の新幹線で福島に向かい，
福島駅前のレンタカーを使って，福
島県副支部長の森田欽吾先生（昭和
５３年卒）の診療室を訪ねました。そ
の周辺は多数の家屋の屋根が「ブ
ルーシート」で覆われており，地震
によって瓦屋根がずれたり落ちたり
したための応急処置だと分りまし
た。昼食に市内在住の中村秀勝先生

（昭４２年卒）も加わり，お二人の話
を伺いますと，地震や津波の被害も
さることながら，原発による「風評
被害」に立腹している点が他の地域
とは違った印象を強く感じました。
慌ただしい昼食を済ませて，一路
磐越自動車道をいわき市に向かい，
いわき駅前の西山令生先生（平９年

卒）を訪ね，先生が地震直後に撮影
した写真をパソコン画面で拝見し，
凄まじかった地震の猛威を実感させ
られました。そして，西山先生の案
内で佐藤義彦先生（昭４５年卒）を訪

ね，その後は自動車で市内を移動
し，鈴木与志昭先生（昭３４年卒）・
原 英一先生（昭５１年卒）を訪問し
ました。訪問した４人の先生は，診
療室の機械器具の故障・破損や自宅
の損壊等幾つかの被害はあったもの
の，ご家族も含め全員無事で元気に
過ごしているとのことで，我々の訪
問を大変喜んでくれました。
初日，髙橋専務理事は仙台から東
京へ帰り，翌日の午後，東京から再
度東北へ，大山会長と片倉副会長が
訪れている福島で合流しました。福
島県支部の先生方との会は，福島駅
の近くで開かれました。佐藤福島県
支部長より「大山会長が福島にいら
したことは被災地にぽっと光がと
もったようだ」と感謝の言葉をいた
だき，大山会長からお見舞いの言
葉，そして佐藤支部長にお見舞いが
お渡しされました。福島県支部から
支部長以下６名が出席され，福島県
の実情やお願いを聴くことができま
した。福島の被害の中心は浜通り

で，特徴としては双葉の原発の事故
の影響が深く絡み合っているので
す。放射線漏洩から２０キロの避難地
域が設定され，お２人の会員が福島
県を離れています。ひとりは川崎
良輔先生（昭和４８年卒）で，福井県
に避難されています。もうお一方は
清信成一先生（昭和５１年卒）で千葉
県に避難されています。着の身着の
ままで避難されているので，所持品
も所持金もなく，大変苦労されてい
るようです。もう一つ福島にとって
の被害は風評被害です。世界の報道
でも「フクシマ」と横文字に変わり
困った注目をあびています。福島県
支部の先生方からの伝言です。「ま
ず，福島にきてください。福島のも
のを買ってください。福島のものを
食べてください」。必ず伝えますと
いって東京への帰路にたちました。
「がんばれ」ではなく「一緒にがん
ばろう」と同窓一丸の気持ちが被災
地復興への一番の応援になると感じ
ました。（本文は，同窓会ホーム
ページ掲載の東日本大震災被災地の
お見舞い訪問記を一部修正要約した
ものです。）
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３月１１日午後２時４６分
歯科は港の真ん中にあり海岸から
２本目の通りに面しています。震災
当日は長い揺れが続いて停電になり
市内全域に「津波警報が発令されま
した」のアナウンスが流れます。津
波の高さは１０㍍とのこと。地震の強
さと「注意報ではなく警報」でこれ
は本物だと覚悟し頭の中で４割引い
て勝手にここは６㍍と判断しまし
た。男性患者さん二人は直ぐに引き
上げて赤ちゃん連れのお母さんが残
りました。４人の職員には車は捨て
てここにいれば安全だから動くなと
話しました。表の通りは直ぐに車の
渋滞になっています。
港全体が「ウォーン」とうなりだ
し海岸通の木造家屋がバリバリメリ
メリと壊れ動き出します。係留して
いるまぐろ船が１隻陸に乗り上げ３
隻がアンカーを引きずりながら湾内
を動き回ります。潮が引き出すと岸
壁から滝のように水が落ち底が見え
るぐらいに潮が引きそして第二波が
やってきます。これを何度も繰り返
すのです。
治療室は３階なので１つ上の４階
に移動。停電で暖房が止まっている
のでベランダの戸を開けるなと言っ
ても何故か職員は開けたがります。
津波第一波が来て海水が建物に迫っ
てくると職員は「ここは危ないので
逃げましょう」とか「先生私泳げま
せん」と言いだしもっと上に行きま
しょうと５階に移動。女性陣を外が
よく見えない部屋に入れてここを動
くなと言って私だけ４階屋上部分で
港を見ていました。海岸通の木造家

屋が隣の駐車場を通って表通りにな
だれ込んでいます。この建物の浸水
は２階までと確認し４階に全員分の
布団を用意させ建物中の懐中電灯と
携帯ラジオ食料と水飲料物を集めて
確認しました。
夕方になり南の港湾口方向で爆発
音と煙が吹きあがり日がすっかり落
ちた頃に東側海岸線に火が走りま
す。風は北西なのでここは安全だと
職員に説明しても「先生逃げましょ
う」と言いだし階段を降り出しま
す。津波は何度も繰り返していま
す。２階の踊り場で下に降りかけて
いる職員にもう一度説明します。外
の気温は雪なのでほぼ０度，この中
で「足下を濡らしたら山で凍えるか
ら水が引くまでもう少し待て」と。
水が引いたのを確認して瓦礫の上を
各自懐中電灯で足下を照らしながら
脱出しました。

脱出
油とヘドロで濡れた材木は滑りや
すく釘も出ていたのですが全員無事

脱出しました。私はリュックを背負
い赤ちゃんをしっかり抱っこして山
に向かいました。途中旅館があった
のですがそのまま階段を上って神社
を抜け少し登ると左に東陵高校剣道
部の寮があります。ここに小さな物
置があったのでこの中に母娘を入れ
てこの寮の周りをどこか開いていな
いか調べたところ１カ所建物横のガ
ラス戸が開いていたのです。東陵高
校の理事長には後でご挨拶してお許
しいただこうと緊急避難ということ
で中に入り，全員でおこたに入って
布団毛布を肩に掛けて一晩過ごしま
した。外では東と南でドンドンと爆
発音と火災による煙が明るく見えま
す。

被災から何日か経過して
気仙沼は地震→津波→火事と毎日
ヘリコプターが飛び回っています。
自衛隊は夜明けと共に動き出し６時
半には重機のエンジンが鳴り響きま
す。停電でレジが打てないのでホー
ムセンターは暗い店内に５人ずつ入

気仙沼市魚町からの近況報告

鈴木一雄先生（昭和４８年卒）は宮城県気仙沼市魚町に診療所を構えています。診療所の裏手は気仙沼湾です。
（地図参照）今回の津波はこの魚町に壊滅的な被害をひきおこしました。鈴木先生は昭和４８年卒のクラス会であ
るシチヤ会のメーリングリストに“鈴木一雄近況報告です”のタイトルで，被災時の状況そして町の復旧・復興
の様子を継続的に投稿してくれています。ご本人のご了解のもと，会員の皆様へもその状況の一部をお伝えいた
します。

鈴鈴木木歯歯科科
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れて会計をすませ次の５人を入れて
います。スーパーは外に１ヶ１００円
５個までの商品を並べて１人５００円
の買い物になります。石油は１人１０
リッターの無料配布ですが２時間４０
分待ちです。
検死は前日仙台の先生２人１チー
ムでの様子を見て３月２２日地元の先
生３人で出かけました。長靴の中に
靴用ホッカイロを入れています。日
中温度６度ですと体育館は暑く感じ
ましたが座ってチャートの清書の夕
方は書く手が寒くなり閉口しまし
た。打ち合わせしたわけでは無かっ
たのですが３人共 LEDのヘッドラ
イトでした。私は映像が趣味なので
口角鉤とカメラも持参しました。せ
めて前歯部だけでも撮影しておけば
ご遺族，地元歯科医の役に立つと
思ったからです。
地震３日目に燃費の良い５０cc バ
イクを買いに行ったら店主曰く「市
の登録業務が出来ないし自賠責保険
の手続きも出来ないので売りたくて
も売れない」とのこと中古バイクは
２日目に全部売れたとのこと。被災
地にある新品のバイクが使えないと
いう笑えないお話です。
暗い話はこのぐらいにして本当に
たくさんの方から励ましの連絡をい
ただきました感謝しています。被災
地の避難所で隠れた必需品は子ども
達の癒しになる画用紙とクレヨンそ
して本です 近くの被災地に送られ

ると喜ばれると思います。

１ヵ月経過しました
治療室のある魚町はやっとのこと
４月１７日前道路上の瓦礫は撤去され
ました。しかし電信柱は無くなり，
海岸線は地盤沈下が７６cmで水道管
は本管が何カ所かで切れているそう
なので電気水道の復旧は当分ありま
せん。と言うわけで発電機と配電盤
そして大型の水タンクを手配しまし
た。コンプレッサーはホームセン
ターで購入したオイルレスの３０㍑タ
ンクをつなぎました，これはうるさ
いのでホースは２０メールにして１階
下に置きました。来週には治療室は
トイレ共に通常使用を目指している
ところです。午前中は治療室にいま
すが電話線もダウンしているので携
帯電話がたよりです。３月１１日に中
断していた患者さんは住所を確認し
てから連絡していますが，開いてい
る玄関を見て入ってくるのは行方不
明者の歯式とレントゲン写真を求め
る肉親です。毎日１人は来ます，PC
で歯式を作りレントゲンをコピーし
て私が遺体安置所の鑑識さんに渡す
ことを約束しますが自分が持ってい
きたいという肉親もいます。
気仙沼市は市内から大川を渡る橋
付近が何時でも渋滞していました。
この橋の市内側で大勢の被害者が発
見されます。毎日運ばれてくるご遺
体の半分はここからです。１７日に１７

体，１８日に１０体と県内で２日連続
トップと安置所の掲示板に記載され
ています。たいがいな事にはめげな
いつもりでしたが昨日最後のご遺体
にはすっかり気持ちが萎えてしまい
ました。１晩寝て７０パーセンぐらい
戻り，職員の顔を見て＋１０パーセン
トぐらい戻りました。今日又出会っ
たら平尾くんの回し蹴りを後頭部に
あびたぐらいのダメージになりそう
な気持ちでした。
三陸沿岸で２４時間働いている現場
の若い自衛官，警察官そして海上保
安官そして皆様方のご支援に感謝し
ています。ありがとうございまし
た。

それから２ヵ月が経ちました
５月３０日魚町の歯科医院に東北電
力から電気が来ました。高圧線の電
信柱は２週間ぐらい前に立ったので
すが低圧送電は後１ヶ月くらいかか
ると言われていましたが，我が家の
前の電信柱にトランスを付けて通電
OKとのこと，水道も昨日電話があ
り本管接続OKとのこと。よかっ
た～ホッとしています。今日から水
と軽油運びから解放され発電機の振
動と排気ガスの臭いから解放されま
した。
なだしお事件で「第一富士丸」を
引き上げた「深田サルベージ」が気
仙沼で６００トンのまぐろ船を陸上か
ら海に戻しに来ました。魚町１区の
住宅地の瓦礫撤去が始まりました。
５月１４日に遺体捜索の自衛隊九州大
分部隊が気仙沼を引き上げました。
という訳で民間瓦礫撤去中にご遺体
の発見があるのです。特に火災に
あった地区からのご遺体ですので，
瓦礫撤去のアルバイトが１日で止め
るのもわかります。
私は自宅前の畑を一部農地転換し
ました，ここに地震保険の範囲内で
歯科医院を年内に開業します，年齢
的には微妙な歳ですが職員に「子供
を育てなくてはいけないので後１０年
頑張ってください」と言われまし
た。私には予定外の事態になりまし

震災後の脱出，油とヘドロで滑りやすかった診療所まえの瓦礫の山
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たが畑仕事と平行してやろうかな～
と納得しています。ちなみに気仙沼
歯科医師会３３件の歯科事情は死亡２
名，行方不明１名，死亡外廃業５件，
再建不明６件，再建途上１件。無傷
で通電通水次第復帰できたのは９件
で残り９件はそれなりの津波被害を
受けましたが現在復帰しています。

気仙沼の異臭
気仙沼の異臭は受け入れなければ
この地には住めません。諦めていま
す。自宅では東と南からの風が異臭
を運んできます。魚町は町全体が
臭っています。大量の有機物が腐敗
しているのですからこの夏は最悪だ
と覚悟しています。
最大の原因は海底から陸上に運ば
れたヘドロと冷凍工場から市内全域
にばらまかれた魚です。細かいこと
を言えば各家庭の冷蔵庫食料，逃げ
遅れた生物全般です。
被災地の肺炎の罹患率は平年の３
～４倍と報道されています。津波の
写真を見て水の色が黒いのに気がつ
かれた方もいると思います。公共下
水道が整備されても人が住む水域に
は下水を通して湾内に大量の有機物
が流れ込み真っ黒なヘドロと化しま
す。

復旧・復興の見通し立たず
気仙沼の生産拠点は全て建築制限
区域で地区全体が地盤沈下していて
冠水したままの被災建造物の撤去も
手つかずで復旧・復興の見通しは
立っていません。

地盤沈下した土地の嵩上げは被災
地域の地図を見ればとんでも無い量
の土木工事が必要でその予算をこの
国は賄えるのでしょうか。
カツオの水揚げはニュースには
なっても現実は厳しい物がありま
す。
今気仙沼で困っていることの一つ
にハエの問題があります，でかいハ
エが大量に発生しいたるところを飛
んでいます。このハエの集団に出会
うと重低音のブーンという音に
ギョッとします。又走っている車の
フロントガラスにコンコン当たりま
す。と言う訳で市内ではペットボト
ルにお酒，酢，蜂蜜等々を混ぜた怪
しげな液体を入れてあちこちにぶら

下げています。
気仙沼でハエ捕りリボンは売れ行
き商品です
東歯関係者皆様の度々のご支援に
感謝しています。
私は全国そして海外の皆さんの優
しさに感激しています。遺体安置所
で見た「東京消防庁のガウン」はこ
れを着ていたのは地元のお巡りさ
ん。隣の壊れた土蔵を重機で解体撤
去していたのはボランティア岐阜県
森林組合の皆さん。仮設住宅用地の
交渉係車両が三河ナンバーとか数え
上げれば切りがありませんありがと
うございました。 （鈴木一雄 記）

タイヤが自由自在でムカデのような車で海に帰る秋刀魚船

皆を困らせる大きな蝿
気仙沼線の高架橋上家屋残骸潮位が１２０センチを超えると海岸道路

は水の中
（右から２番目のビルが鈴木歯科）

21

東日本大震災対策部会



学 術

１３階セミナー室
これまでは血脇ホールで行ってい
たセミナーでしたが，今年から東京
歯科大学水道橋校舎の１３階のセミ
ナー室が使われています。東京ドー
ムシティアトラクションズの，地上
６０mの間で上昇・降下をくり返す
パラシュートのついたゴンドラに乗

るアトラクション「スカイフラワー
も」高く思えない１３階の会場です。
ピカピカの受講生
１３階のセミナー室に入って驚いた
のはどう見ても卒業したてのまさに
ピカピカの歯医者さんだろうなと思
える受講生でいっぱいでした。まだ
何を言ってもゴシゴシ磨いてしまう
患者さんや次の定期検診では「あん
なに説明したのに…」という歯ブラ
シ指導の辛酸を味わっていないまだ
無垢の世代であろうと思われまし
た。
講演内容
講師は高柳篤史（埼玉県・開業），
三上直一郎（東京都・開業），山本
龍生（神歯大・社会歯科），山岸 敦
（花王・パーソナルヘルスケア研究
所）でした。
まず高柳先生の「攻めのTBI と
は」という，TBI の戦略の立て方
「考えるTBI」の講義がありまし

た。「疾患」，「患者」，「道具と薬
剤」，「方法」を知った上で，患者さ
んに負荷をかけないように考えた
TBI が攻めのTBI ということでし
た。またこのセミナーでは三つの視
点から行われ，効率的な歯垢除去を
三上先生，つまようじ法による歯肉
マッサージは山本先生が，フッ化物
のドラッグデリバリーについては
山岸先生が行うということでした。
高柳先生の概論を受け，その各論
として歯肉の細胞増殖活性を促すと
いう「つまようじ法」について，そ
の理論と実際が山本先生から説明が
ありました。つまようじ法の実習も
あり，つまようじ法用の歯ブラシ（V
７）が受講生に配布され，実際に山本
先生に歯に歯ブラシをあててもらい
やり方の説明を受けていました。

三上先生からは「毛先みがきの理
論と実際」と題して講義と実習があ
りました。染め出しで欠点をあげつ
らうより，自信を持ってもらう指導
を行うべきであり，長続きする，簡
単で気持ちいい歯ブラシを続けても
らうことであるといいます。また毛
先みがきとは「プラークを効率よく
みがき落とせる磨き方」であり，毛
が曲らない力で毛を歯面に垂直にあ
てるようにする方法ということで
す。歯ブラシのあて方の実習ではB

の鉛筆で前歯に円や線を書きこれを
歯ブラシ（プロスペック）で落とす
実習を行っていました。
この他に高柳先生による「ブラッ
シング用具の特徴と選択」や山岸先
生による「フッ化物の理論と臨床」
がありました。山岸先生の講義では
歯の再石灰化より耐酸性が重要であ
り，歯の表面のみに効果のあるNaF
とゆっくり奥深くまで影響する
MFPの違いなど興味あるものでし
た。
卒研セミナーでは今後のセミナー
を考える上で受講生を対象にアン
ケート調査を行っていますが，今回
の結果をみると概して判り易く好評
であったようです。

（取材・広報部 三友和夫）

～治療を目的とした，知って得するテクニック～
『攻めのTBI とフッ化物の応用』

卒研リポート２０１１
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卒研セミナーでは，いままで臨床
導入前や導入間もない方を対象に２
日間コースのセミナーを開催してき
ましたが，この度年間全１０日間に及
ぶマスターコースが開催されました
ので５，６月の４日間の取材に
行ってきました。講師には，口腔イ
ンプラントのエキスパートとこれに
関係する専門家としてご活躍の，東
京歯科大学教授，准教授で構成され
ていて，マスターコースに相応しい
日本のインプラント治療を代表する
トップクラスの講師陣が連日入れ替
わりで講演，実習していただける内
容になっています。

第１日目スタート
５月１４日（土）の初日は開校式に
続き，咬合崩壊に至るコースを事前
に把握しそれに適した補綴をすると
いう宮地先生による「欠損歯列の考

え方」のご講演に始まり，武田先生
の「欠損補綴におけるインプラント
の役割」のご講演でした。午後の講
演の吉成先生による「インプラント
材料と表面構造」では，HAコー
ティングインプラントの信頼性の低
い理由はHAコーティングの膜が
現在ではまだ厚く剥がれやすい事に
よるもので，HAが悪い訳ではない
ということでした。インプラント
メーカー主催の講演では都合の良い
事ばかりしか聞けませんが，このセ
ミナーでは次にご講演された井上先
生の「インプラントのための臨床病
理・病態」と合わせて基礎的な非常

にためになるご講演を聞くことがで
きました。
初日の講習終了後に講師，受講
生，学術委員などスタッフとともに
集合写真，オープニングパーティー

も開かれ普段近寄りがたい講師の先
生方にも気軽に話せる機会が設けら
れ，受講生全員の自己紹介もあり終
始和やかな初日スタートになりまし
た。
２日目は基礎実習がありました
翌日は阿部先生の「臨床解剖学」
講義と解剖見学実習，午後には一戸
先生による「局所麻酔とモニタリン
グ」講義，静脈確保実習でした。
インプラント材料や臨床技術は日
進月歩の向上をみせていますが，成
功させるためにはこれまで以上に詳
細な解剖学的知識や偶発症が起こっ
たときの冷静な対処の仕方が必要に
なります。用意された詳しいテキス
トに加え，大学卒業後には触れるこ
とがない献体による解剖見学実習
と，受講生相互による静脈確保実習
はこのマスターコースならではの実

マスターコース№１

TDCインプラントセミナー
卒研リポート２０１１

学 術
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習です。
３日目からは手術に沿って
６月の初日（３日目）は，矢島先
生による「外科主義の基本，埋入時
の医療事故と対応」の講義です。
炎症総論から始まり，切開線の設
定や弁剥離，縫合，滅菌と基本的な
外科手技のおさらいをしてトラブル
症例の紹介とその対応法を習いまし
た。特に舌下動脈損傷による出血と
圧迫手順については死亡事故の例に
触れ，受講生はみな真剣な眼差しで
聞いていました。
続いて井上先生による「インプラ
ントのための臨床検査の応用」，松坂
先生による「インプラントのスタン
ダードプリコーション」のご講演で
した。インプラントは根拠をもって
診断・治療・予後判定を行うことが
大事で，適応症を見極めるためには
臨床検査をしっかりと行ってくださ
いということでした。
午前の部後半は椎貝先生による

「CTデータの臨床応用，既存骨を
利用した埋入法」のご講演でした。
従来のCTの利点・欠点，シュ
ミレーションソフトの有効性，サー

ジガイドの活用，骨幅が狭い症例の
既存骨を利用した埋入方法など臨床
に即した内容でした。
４日目はいよいよ埋入実習
小宮山先生による「補綴設計と埋
入計画の立て方，ボーンレベルイン
プラントの特徴」の講演では，日本
におけるインプラントの第一人者の
講演とあって，ブローネマルク先生
のお話も交えて丁寧で判りやすく，
且つ非常に高度なレベルのお話まで
聞くことができました。

４日目午後はブロック模型や顎模
型のドリリング実習から始まりまし
た。フラット面やエッジ面の基本的
な形成から，エンジンの持ち方，埋
入窩形成の手順を習いました。
ブローネマルクインプラント埋入
実習では２人でペアを組んで写真の

ような頬粘膜付の顎模型を実際の患
者さんがいるように行いました。
サージカルガイドの装着，骨膜剥
離，ドリリングとステップごとにイ
ンストラクターがきめ細かに指導し
ていただけるので安心して実習する
ことができるようになっています。
最後は印象用コーピングを付け，
オープントレーによる印象採得まで
行い４日目が終了しました。
初めて開催されたマスターコース
でしたが，基礎的な事から高度な内
容まで網羅し，臨床に即したノウハ
ウを惜しみなく披露していただいた
先生方，そして周到な準備をして下
さった学術委員のご尽力があってこ
そ開催できたセミナーと思いまし
た。 （取材・広報部 福井雅之）

学 術
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平成２３年６月２６日（日），本年度卒
研セミナーの第３弾「義歯の設計を
考える」が水道橋校舎１３階セミナー
室で開催された。
本セミナーは義歯の設計を行うに
あたり，どこの，何をみて，どのよ
うに設計したら良いかを習得するた
めに，主として臨床経験の浅い若手
向けに企画された。特に今回は
「ディスカッションセミナー」と銘
打たれ，講演を交えながらチュート
リアル方式のディスカッションをし
ながら学ぶという「考えること」が
主体のセミナーであった。
午前中はまず関根秀志講師による

「義歯設計のファンダメンタル」と
題して，義歯の基礎的な諸条件につ
いて講演があった。
休憩のあと具体的な欠損症例が提
示され，受講生は義歯の設計を自分
なりに考え，各自模式図に書き込ん
だ。その後５～６人のグループに分
かれ，提示された症例についてグ
ループディスカッションを行った。
ディスカッションは若手の学術部委
員がチューターとなり，自分はどの
ような考えでこの設計をしたか等を
発表した。ディスカッションのあ
と，関根講師から「まず皆さんは義
歯の絵が描けていない。構成要素が
全て描けていないのは勿論，義歯床
外形，人工歯，連結装置，支台装
置，フィニッシュライン等々が書け
ていない。これでは技工指示書も満

足に書けないのではないか」と辛口
の評があった。
昼食を挟んで，宮地建夫講師によ
る「欠損歯列の読み方」と題する講
演が行われた。
宮地先生は「義歯の設計をするに
は欠損歯列を読むことが大切であ
り，連続した欠損歯列の病態におい
て，目の前の症例が今どのレベルな
のか認識することが欠損歯列の病態
把握には最も必要である」と述べら
れた。さらに「欠損歯列を評価する
ためには，現存歯数，咬合支持，受
圧条件，加圧因子，欠損のパター
ン，という要素を詳細に検討しなけ
ればならない」と力説された。
その後田口達夫講師が義歯の設計
に悩んだ症例を呈示し，この症例の
問題点を加藤賢祐学術部委員が受講
生にインタビューした。そして受講
生全員で病態を把握したあと，再び
この症例についてグループディス
カッションを行った。
慣れないディスカッションに午前
中は声の出にくかった受講生たち
も，午後になるとチューターが比較
的年齢が近かったためか，活発に意

見が出始めた。さらには今，講演で
聞いたばかりの「受圧」，「加圧」な
どという言葉がスラスラ口から出る
ようになった。受講生たちは，他の
受講生の設計とその根拠を討論する
うち，一口腔単位としての見方が学
びとれ，症例の分析，診断能力が大
いに身についたものと思われた。
最後にまとめとして，藤関雅嗣講
師による「長期経過症例から見える
こと」と題する講演が行われた。藤関
先生は，豊富な長期観察症例を提示
され，難易度のスクリーニングをす
るには，「Eichner 分類」，「宮地の
咬合三角」が，症例の特徴の把握に
は，「受圧条件」，「加圧因子」，「顎
堤の条件」，「残存歯の状態」が重要
であると述べられた。そして，タイ
ミング良く宮地先生の新刊が上梓さ
れたので，それを熟読して，欠損歯
列と義歯の設計に対する理解を深め
てもらいたいと結ばれた。
卒研の熱意溢れた本セミナーは受
講生にとって大きな糧となるもので
あった。（取材・広報部 渡邊宇一）

～診るポイントとは～

「義歯の設計を考える」
卒研リポート２０１１

学 術
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保 険

初心に返って開示に耐えうるカルテの書き方

最近，明細のわかる領収書の義務化，患者さんの要望によるカルテの開示の義務化等，カルテを診療スタッフ以外
の人が見る機会が増えました。カルテは誰が見ても診療の内容等がわかることが要求されます。あなたのカルテは大
丈夫ですか？
初心に返って，再度カルテの書き方を復習してみましょう。

患者さんが，いらっしゃいました。まず１号カルテを作ります。

１）同一患者さんのカルテは最初の初診以来，一冊にま
とめておきましょう。
２）事務的事項の書き漏れはありませんか？保険証のコ
ピーは原則認められていません。
３）主訴は何ですか？「主訴」欄に，患者さんの言葉で
書いてください。
４）患者さんの口腔内の状態はどうですか？歯牙配列図
に，口腔内全体の概況を記載してください。正しい略
称を使用してください。In→CK 絵を併用するとわ
かりやすいです。歯管の用紙と同等の記録
５）診断がつきましたか？主訴の部位より順番に，部
位・傷病名欄に記載してください。度数がある物は度
数も記載，C2・P3 等，Per・Pul 病名は慢化・急化
等，それぞれに，診療開始日と終了日を記載してくだ
さい。

○鉛筆書きは出来ません。インクか，ボールペ
ン書きで。

○修正液・修正ペンの使用は出来ません。以前
の記載内容がわかるように２重線で消す。

○第三者が読めるような字で記載。
○病名等自己流ルールは通じません。

※自由診療分はカルテを分けます
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保険請求だけのカルテになっていませんか？
S. O. A. P. に沿ったカルテ記載の勧め

Ｓ（subjective） 主観的事項：患者の訴え・自覚症状
しみる・治療後に痛みがでた・痛みがひいてきた

Ｏ（objective） 客観的事項：視診・触診・打診など検査・所見
発赤，腫脹，排膿が認められる・動揺２度・打診痛＋

Ａ（assessment） 考察：病状・治療効果・原因などの評価
痛みがひどくなり，開口障害も悪化，抗菌薬を変更する

Ｐ（plan/Practice）計画／実行：今後の検査や治療などの計画／実際行った診療行為
症状も落ち着き，次回歯周組織検査を行う予定／咬合調整，切開排膿

S. O. A. P. にそって，カルテを記載して行けば，記載漏れもなく，第三者が見たときも治療の必要性，正当性が
はっきりわかる。また，自分の診断・診療内容の見直しにもなり，見落とし等が防げます。

カルテ記載形式上の注意点

① カルテ記載は，診療の都度，遅滞なく記載することが原則です。その日の診療はその日の内に記載
② 手書きの場合は，黒字または青字でインク，ボールペンを使用，後日消去または修正可能という意味で鉛筆書
きは禁止されてます。第三者に読めるような字で記載

③ むやみに行間があいたカルテは記載義務の怠慢や，追筆，加算予定が疑われます
④ 一行二段書き，三段書き，欄外記載は，追筆（後書き）の疑いを受けます
⑤ 塗りつぶし，修正テープによる訂正は行わない。原文を残すように，正しくは二重線で消去し訂正する。露骨
な修正などは慎むべきです

⑥ 複数の歯科医師，またはワープロなどOA機器による作成したカルテには，担当保険医の署名または押印が
必要です

診療内容記載上の注意点

① 点数算定の有無に関わらず，診療内容は診療手順に沿って記載しましょう
② 検査・レントゲン等は，結果・所見等を記載しましょう
③ 歯科疾患管理・補綴物維持管理など，提供用紙が必要なものは，控えをカルテに添付しましょう
④ 充形・修形において，形成窩洞面（MODBL）を記載しましょう
⑤ 除去において，除去物の種類を記載しましょう
⑥ 麻酔において，麻酔種類（浸麻・伝麻）・部位・使用薬剤・使用量等を記載しましょう
⑦ 手術・処置において，部位・術式・症状経過等を記載しましょう
⑧ 衛生実地指導では，歯科衛生士に指示した内容を記載しましょう

※衛生実地指導は，歯科衛生士業務記録の記載が必要です。

保 険
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母 校 だ よ り
東京歯科大学学長の選任
東京歯科大学学長：井出吉信教授
学長の選任については，６月１４日開催の第５８６回講座主任教授会並びに同日開催の第５８７回全体
教授会において，新学長の選任が審議され，井出吉信教授が推薦された。全体教授会の推薦を受
けて，平成２３年６月２１日開催の第６７２回理事会並びに第２２７回評議員会にて井出吉信教授が７月１
日からの新学長に選任された。

平成２３年７月１日からの法人役員新体制
金子 譲 理事長 （総括）
井出 吉信 常務理事（学務・建設・人事担当）
熱田俊之助 常務理事（校友担当）
石井 拓男 常務理事（財務・庶務担当）
鹿島 隆雄 理事 水野 嘉夫 理事 安藤 暢敏 理事 野﨑 弘 理事
栁澤 孝彰 理事 大山 萬夫 監事 松尾 邦弘 監事

クラス会（７７期会：昭和４７年卒業）より大学へのご寄付

昭和４７年卒業のクラス会（７７期
会）一同より，クラス会名に因み大
学へ７７万円が寄付された。平成２３年
６月１１日（土），クラス会会場におい
て，７７期会会長の市川 豊先生から
目録が同期である井出副学長に手渡

された。
７７期会からは，「今回の寄付は，
大学移転事業が本格化し，いよいよ
ゴールが視野に入り，今まさに母校
が飛躍しようというとき，その伝統

の継承とさらなる発展を願うもので
あり，幸運の数が並ぶ７７期会からの
応援のメッセージと受け取って頂け
れば。」とのお話をいただき，和や
かなうちに贈呈式が執り行われた。

平成２３年６月１１日（土），東京ドームホテル・シリウスの間
７７期会クラス会会場

井出副学長へクラス会（昭和４７年
卒業：７７期会）より
寄付金を手渡す市川 豊７７期会会長



平成２４年度東京歯科大学入学案内（東京歯科大学入試要項より）

東京歯科大学水道橋校舎平成２４年
３月１３日

平成２４年
３月１０日

平成２４年２月２１日
～

平成２４年３月６日

若干名学士等特別選抜B
若干名編入学B

５名大学入試センター利用
試験（Ⅱ期）

約１５名一般入試（Ⅱ期）

東京会場：
東京歯科大学水道橋校舎
大阪会場：
天満研修センター
福岡会場：
TKP天神シティセンター

平成２４年
２月４日

平成２４年
２月２日

平成２３年１２月１６日
～

平成２４年１月２７日１３名大学入試センター利用
試験（Ⅰ期）

約５０名一般入試（Ⅰ期）

東京歯科大学水道橋校舎

平成２３年
１１月１５日

平成２３年
１１月１２日

平成２３年１１月１日
～

平成２３年１１月８日

若干名学士等特別選抜A
若干名編入学A

東京会場：
東京歯科大学水道橋校舎
大阪会場：
天満研修センター
福岡会場：
TKP天神シティセンター

若干名帰国子女・
留学生特別選抜

約４５名推薦入学

試験会場合格発表日試験日出願期間
（期間内必着）募集人員入試制度

１．入試日程一覧 （全募集人員１２８名：編入学除く）

２．出願資格

推薦入学 （一般公募制）
次の各条件を満たし，かつ高等学校長が責任を持って推薦する者。
１．平成２３年３月高等学校卒業者または平成２４年３月高等学校卒業見込の者。
２．人物・性格ともに優れ，健康である者。
３．入学を許可された場合，必ず本大学に入学することを確約できる者。
帰国子女・留学生特別選抜
次の各項のいずれかに該当する資格を有し，入学を許可された場合，日本語での授業を理解できる者。
１．外国において，学校教育における１２年の課程を修了した者または修了見込の者またはこれらに準ずる者で
文部科学大臣の指定した者。
２．スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局が授与する国際バカロレア資格を有する者で，
平成２４年３月３１日までに１８歳に達する者。
３．ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥア資格を有する者で，平成２４
年３月３１日までに１８歳に達する者。
４．フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格を有する者で，平成２４年３月３１
日までに１８歳に達する者。

編入学A・B，学士等特別選抜A・B共通
次のいずれかを満たす者とする。
①４年制大学卒業者または平成２４年３月卒業見込の者。
②医療技術系短期大学を卒業した者または平成２４年３月卒業見込の者。
※医療技術系短期大学とは，看護・歯科衛生・歯科技工・臨床検査・診療放射線・理学療法・作業療法・臨床工
学・言語聴覚等の分野を履修する短期大学

③４年制大学に２年以上在学し，所定の単位を取得した者。
※所定の単位は，総単位数６５単位以上とし，うち数学・物理学・化学・生物学に関する科目について合計１６単位
以上を必要単位数とする。

※編入学A・Bは，２年次に編入学

母校だより
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３．試験内容

※１ 一般入試（Ⅰ期，Ⅱ期）学力試験出題範囲
外国語 英語：英Ⅰ，英Ⅱ，リーディング，ライティング，およびオーラルコミュニケーションⅠ，Ⅱに共通

な事項。ただし，実際に音声を使ったリスニングテストは行わない。
数 学 数学：数Ⅰ，数Ⅱ，数Ａ，数Ｂ。なお，数Ｂは［数列］と［ベクトル］を出題範囲とする。
理 科 物理：物Ⅰ，物Ⅱ［ただし，学習指導要領に示された物理Ⅱのうち以下のものを除く。

「⑶物質と原子」の「イ 原子，電子と物質の性質」，「⑷原子と原子核」］
化学：化Ⅰ，化Ⅱ
生物：生Ⅰ，生Ⅱ［ただし，学習指導要領に示された生物Ⅱのうち以下のものを除く。

「⑶生物の集団」］
４．学納金 （全入試制度共通）
入学金 ６００，０００円（入学時のみ）
授業料 ３，５００，０００円
歯学教育充実費 ４，３００，０００円（入学時のみ）
施設維持費 １，０００，０００円
合計 ９，４００，０００円
―受験科目詳細・入学手続きその他詳細は［入試要項］をご覧下さい―
（入試要項は，大学教務課に資料請求して下さい。webサイトからも請求可能
http : //www.tdc.ac.jp/college/applicants/index.html）

⑴ 小論文
⑵ 小テスト（英語・数学・理科に関する基礎学力テスト）
※数学・理科については，数学，物理，化学，生物から１科目選択

⑶ 面 接（個人面接）

学士等特別選抜B

⑴ 小論文・小テスト（英語等の基礎学力に関する総合的試験）
⑵ 面 接（個人面接）学士等特別選抜A

⑴ 小論文
⑵ 小テスト（英語・数学・理科に関する基礎学力テスト）
※数学・理科については，数学，物理，化学，生物から１科目選択

⑶ 面 接（グループ面接・個人面接）

編入学B

⑴ 小論文・小テスト（英語等の基礎学力に関する総合的試験）
⑵ 面 接（グループ面接・個人面接）編入学A

⑴ 大学入試センター試験の受験科目
外国語 「英語（リスニングを除く）」
数 学 「数学Ⅰ・数学A」，「数学Ⅱ・数学B」の２科目
理 科 「物理Ⅰ」，「化学Ⅰ」，「生物Ⅰ」から１科目

⑵ 小論文
⑶ 面 接

大学入試センター利用試験（Ⅱ期）

大学入試センター利用試験（Ⅰ期）

⑴ Ⅰ期 学力試験（出題範囲は※１参照）
① 外国語（英語）
② 数学
③ 理科（物理・化学・生物から１科目を選択）

Ⅱ期 学力試験（出題範囲は※１参照）
① 外国語（英語）
② 数学・物理・化学・生物のうち１科目を選択

⑵ 小論文
⑶ 面 接

一般入試（Ⅱ期）

一般入試（Ⅰ期）

⑴ 小論文
⑵ 小テスト［外国語（英語），数学，理科（物理・化学・生物から
１科目を選択）］

⑶ 面 接
帰国子女・
留学生特別選抜

推薦入学（一般公募制）

選考内容・試験内容入試制度

母校だより
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父兄会だよ り

父兄会長就任の挨拶

はじめに東日本大震災並びに福島
原子力発電所事故により被災された
皆様に，心よりお見舞いを申し上げ
ます，と共に一日も早い復興をお祈
り致します。また，この緊急時に素
早い対応と支援活動を展開しており
ます同窓会の皆様に感謝と敬意を表
します。
私は，鈴木前会長を引き継ぎ第６５
代父兄会会長に就任致しました鳩貝
尚志（はとがいひさし）と申しま
す。この伝統と実績のある会の長と
して，その重責に身の引き締まる思
いであります。
当会は，大学と家庭との連絡を密
にし在学生の修学に万全を期する為
に必要な事柄を行うことを目的と
し，役員一同・関係者と手を携え
て，時代の要請に沿った改善改革を
進めながら事業を行っています。
６月に開催された定時総会から２
つご報告致します。１つは父兄会貸
与共済基金の債権・債務を含めた全
ての業務を大学に移管することが議
決された事です。これは，近年予定
通りの返済ができない方の増加，返

済不履行者への裁判手続きを行った
事例の発生等により，現在の父兄会
組織では対応不可能と判断された為
です。その上で，この事業は開始か
ら５３年間で数百名の修学継続に寄与
していますので，今後も支援の実質
は変わらぬよう進めてまいります。
もう１つは，傷害共済基金緊急災
害対策準備金から被災した大学へ支
援金３，０００万円を贈呈することが議
決された事です。これは，父兄会に
は緊急災害に備えて，傷害共済基金
の中に「緊急災害対策準備金」として
積み立てている資金がありますの
で，このような未曾有の大震災の時
にこそ，規程の目的に沿って，学生の
安全を第一に考えた修学環境作り対
策・施設修繕等に有効利用して頂き
たいとの父兄会の総意であります。
これからも学生全員が充実した生
活を送り，卒業し，歯科医師国家試
験に合格するという当然の願いが叶
うよう支援活動を続けて参りますの
で，同窓の皆様には更なるご指導ご
鞭撻の程宜しくお願い申し上げま
す。

新会長 鳩 貝 尚 志

父兄会長退任の挨拶

前会長 鈴 木 千枝子

父兄会長退任の挨拶に先立ち，３月
１１日の東日本大震災で被災されまし
た皆様には心よりお見舞い申し上げ
ます。同窓会では，対策本部の設置
や支援金の協力などいち早い対応が
なされましたことに敬意を表する次
第です。今後，長期間の支援が必要
となりますが，一日も早い復旧，復
興をお祈りいたします。
父兄会では６月１８日に平成２３年度
定時総会が開催され，昨年度の収支
決算報告等の承認を得て，私の一年
間の父兄会長の大役を終えることが
できました。父兄会はじめ大学教職
員関係者の方々のご指導，ご援助の
お陰と心より御礼申し上げます。
ご存知のとおり，平成２２年度は東
京歯科大学創立１２０周年の記念事業
が執り行われ，成功裏に終わりまし
た。学生にとってこれらの事業に参
加したことは，大学の歴史を肌で感
じることができ，これからの大きな

財産になったことと思います。同窓
会の皆様からは多くのご支援をいた
だき，改めて感謝申し上げます。
平成２３年度の新会長に就任された
鳩貝会長は，今回の大震災で千葉校
舎の一部に被害が見られた際に，新
学期からの学生生活に支障がないよ
う，理事会に諮り速やかに対応され
たとのことでした。大震災や福島第
一原発の事故は今まで経験したこと
のない事態で戸惑うことが多くあり
ますが，このような時にこそ同窓生
と在校生との「絆」を強く結ぶ必要
があるように思います。
来年度は水道橋校舎での新入生の
受け入れが始まる予定でございま
す。今後の父兄会事業は変化してい
く中にも先を見据えた柔軟な対応が
求められて参ります。同窓会の皆様
方にはなお一層ご指導ご協力を賜り
ますようお願い申し上げまして，退
任の挨拶とさせていただきます。
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平成２３年度
東京歯科大学父兄会役員名簿

会 長 鳩 貝 尚 志
副 会 長 佐 藤 浩 一
〃 荒 川 幸 雄
〃 秋 草 正 美

常務理事（庶務） 小 林 一 公
〃 寺 本 信 三

常務理事（会計） 齋 藤 守
〃 小 山 亨

常務理事（貸与） 中 村 隆
常務理事（傷害） 森 田 正 純
常務理事（広報） 宮 吉 久 美
〃 齋 藤 正
〃 川 崎 輝 子
〃 橋 本 東 児

理 事 山 本 明 彦
〃 荻 原 俊 美
〃 髙 﨑 一 郎
〃 坂 入 道 子

理 事 石 井 俊 昭
〃 福 田 紳 一
〃 中 川 雅 晴
〃 石 和 久
〃 松 崎 英 雄
〃 小 林 容 子
〃 原 島 晃
〃 丹 沢 朝 彦
〃 村 上 雅 一
〃 瀧 上 恵美子
〃 相 浦 勇 二

監 事 東 郷 幹 夫
〃 鈴 木 千枝子

父兄会協力委員一覧
北 海 道 市之川 正 孝
青森・秋田・山形 菊 地 敦 子
岩手・宮城・福島 鈴 木 隆
茨 城 重 藤 一 良
栃 木 柳 川 敏 夫

群 馬 簗 瀬 一 彦
埼 玉 小 谷 隆 一
新 潟 佐 藤 徹
富山・石川・福井 山 田 雅 敏
山 梨 矢 﨑 篤
長野・岐阜 黒 岩 茂
静 岡 喜 田 賢 司
愛 知 青 木 宏 道
三重・和歌山 大 矢 孝 臣
滋賀・大阪・京都・兵庫・奈良

北 村 眞 也
岡山・広島・山口・鳥取・島根

柏 村 真
徳島・香川・高知・愛媛

川 上 清 一
福岡・佐賀・長崎・熊本

中 西 久 人
大分・宮崎 田 中 千 明
鹿児島・沖縄 前 山 泰 代

平均中央値は神のお告げじゃない
―進化学者が不治の癌から生還―

The Median Isn’t the Message by Stephen Jay Gould

古生物に興味ある方ならば「ワ
ンダフルライフ－バージェス頁岩
（けつがん）と生物の進化の物
語」という、カンブリア紀の奇妙
な化石動物群をめぐるアメリカの
ベストセラーの本を知っている方
もいらっしゃるでしょう。その著
者がスティーブン・ジェイ・グー
ルドです。
今から３０年ほど前グールドは

４０歳を過ぎて中胚葉性上皮腫
（mesothelioma）に侵されまし
た。図書館のコンピュータ文献検
索を行い読んでみたところ、１５
分ほど呆然自失してしまったそう
です。文献には「mesothlioma
は不治の癌であり、死亡までの中
央値は癌発見後８カ月である。」
と……。
「平均中央値は神のお告げじゃ

ない」という短い文章は２年間の
この病気の治療後に書かれたもの
です。この文章は今でも癌にか
かった人に読んでもらいたい一編
とされています。インターネット
でこの題名を検索すると簡単にみ
つかります。
この中で「死期の中央値８カ
月」は普通には「わたしは８カ月
以内に死ぬだろう。」と解釈する
でしょう。しかしこれが間違って
いるというのです。平均値、中央
値という抽象概念では個人個人の
状況が捉えられません。つまり
グールドが長く生きられる可能性
があるのか？これを冷静に考えた
時、若年であること、比較的早期
発見であったこと、生きる世界を
持っていること、絶望していない
ことなど個人の具体性を考えた

時、まだ長く生きられるはずと考
えたのです。（詳しくはインター
ネットで）
「死期の中央値８カ月」という
抽象的に捉えられた中には、グー
ルドの現実はありませんでした。
グールドはそれから約２０年後別
の病気で亡くなっています。
このことは意外に深い意味を
持っていると考えます。EBMを
振りかざしているだけでは、また
保険診療のガイドラインのとおり
治療をおこなっても、それから外
れる人がいることを肝に銘じるべ
きです。決まりだからと機械的に
治療するようにはなりたくないも
のです。グールドがしたように個
人の具体性を考えられる歯科医に
なりたいものです。

一口メモ
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支部のうご き

北海道地域支部連合会

平成２２年度連合会総会（札幌）を終
えて
平成２２年８月２１日（土）全道から７１
名の同窓が参加し，札幌第一ホテル
にて午後６時より開催されました。
千葉 亘副会長の開催の辞に続き校
歌斉唱後，物故会員のご冥福を祈り

黙祷を捧げた後，来賓の大山萬夫東
歯大同窓会会長，井出吉信東歯大副
学長，髙橋義一東歯大同窓会専務理
事が紹介されました。
針谷連合同窓会会長から，御自身
の経験に基づいた同窓家族主義につ
いて強調され，今後も東京歯科大北

海道同窓会をもりたてていきたいと
挨拶がありました。また，大山同窓
会会長から，内部的問題の対応・外
へ向っての活動を行ってきたこと，
また，東京歯科大１２０周年記念式
典・大学移転についてお話があり，
今後内部監査室を設け，内部監査を

支部会員
同窓会員
歯科関係

熊本県支部
連絡先
担当・堀川 正

TEL０９６－３８１－５３４６

熊本県歯科医師会館
３階ホール
熊本市坪井２－４－１５
TEL０９６－３４３－８０２０

「経過から学んだ欠損歯列の読み方」

宮地建夫先生
（東京都開業）

学術講演会
平成２３年
１２月３日（土）

同窓会員

愛知県同窓会
連絡先
担当・長谷部雅志

TEL０５２－６６１－１９７９

名鉄ニューグランドホテル
名古屋市中村区椿町６－９
TEL０５２－４５２－５５１１

「歯肉と口腔粘膜をみる ～歯肉・
口腔粘膜上皮の立体構造と防御機
構／炎症と腫瘍の間に…～」

橋本貞充准教授
（東歯大生物学研究室）

学術講演会
平成２３年
１１月２７日（日）

支部会員
同窓会員
歯科関係
一般も可

板橋支部
連絡先
担当・須田 希

TEL０３－３９３６－９９６０

板橋区歯科医師会館
３階ホール
板橋区常盤台３－３－３
TEL０３－３９６９－６４２１

「小児歯科の最近の話題」

新谷誠康教授
（東歯大小児歯科学講座）

学術講演会
平成２３年
１１月１８日（金）
午後７時

支部会員
同窓会員
歯科関係者

北多摩支部
連絡先
支部長・中山友春

TEL０４２－５７２－０２４９

GIA多摩連合会会議室
立川市錦町２－１－１
タウンコート立川
TEL０４２－５２４－３２０３

「小児の外傷の対処について」
久保周平講師

（東歯大口腔健康臨床学講座
小児歯科学分野）

学術講演会
平成２３年
１０月２９日（土）
午後６時～７時

支部会員

京橋支部・日本橋支部
連絡先
担当・京橋支部

五百住守彦
TEL０３－３５６１－２４６９

京橋プラザ２階
第一会議室
中央区銀座１－２５－３

「臨床に役立つ機能解剖学－総義歯
からインプラントまで－」

阿部伸一教授
（東歯大解剖学講座）

合同学術講演会
平成２３年
１０月２１日（金）
午後７時

同窓会員

城東支部・深川支部
連絡先
担当・城東支部 久保秀二

TEL０３－５６２６－２６９２

東武ホテルレバント東京
墨田区錦糸１－２－２
TEL０３－５６１１－５５１１

「高齢者，有病者の外科処置におい
て留意すべき点」

吉澤信夫名誉教授
（山形大学）

学術研修会
平成２３年
１０月１８日（火）
午後７時

歯科関係

鳥取県支部
連絡先
担当・田本 晃

TEL０８５９－２７－４６６７

米子全日空ホテル
米子市久米町５３－２
TEL０８５９－３６－１１１１

「歯周組織を捉えるミクロの目」

橋本貞充准教授
（東歯大生物学研究室）

学術講演会
平成２３年
９月１７日（土）

外部より
参加可否

主 催
連 絡 先会 場演題及び講師

又は事業内容
事業種目
日 時

＊この掲示板は，同窓会ホームページ http : www.tdc-alumni.jp にも記載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに
掲載されますので，ご了承ください。
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きっちり行いたいこと，さらに同窓
会の募金についても説明がありまし
た。移転については是非会報に目を
通してほしいとお話がありました。
続いて感謝状および記念品贈呈が
行われ，米寿のお祝いが福島和生先
生，馬渕清志先生，喜寿のお祝いが
松井繁幸先生，伊藤 格先生，杉村
仁先生に渡されました。感謝状が柳
清二本部同窓会前副会長に渡されま
した。
次いで議長に麻生 博先生，副会
長に原岡研二先生が選ばれ，会務報
告（杉山総務），決算報告（森田会
計），監査報告（松川監事）と速や

かに議事が進行され，可決承認され
ました。
その後，次期総会開催地である十
勝支部長，栂安秀樹先生より，「９
月１０日（土）の十勝総会は，小樽総会
の様に楽しい総会にしたい」とお話
がありました。
その後，佐藤英俊同窓会副会長の
閉会の辞にて無事総会を終了しまし
た。
記念写真の撮影後，井出副学長よ
り大学移転の構想と新校舎群の青写
真等の説明があり，学生教育（研修
医の扱いを含めて）の変更など，ま
た，会員から移転の進捗状況，研究

機器の設置場所，寄付について種々
の質問がありました。
次いで髙橋専務理事より，会費納
入率が悪いこと，未加入増加の件，
組織のスリム化と機構改革，支部と
の情報ネット，移転後の大学との関
係についてご説明がありました。次
いで，会場を変えて同ホテルにて懇
親会が行われ，喜田正史先生の乾杯
に始まり，途中，石井みどり先生，
西村まさみ先生が挨拶にみえられ，
その後アトラクションとして浅沼
修さんの「時計台のある街」等の歌
を聴きながら，各自残暑の残る北国
の夜を楽しみ懇親を深めました。

道連合会報３８号発行される
「市川予科生に問ふ」と題した道
連合会会報第３８号がついに完成しま
した。
本号は全国の同窓生より多くの反
響があった懐かしの市川予科を今回
も特集しております。
今回は一期生の高添一郎先生に市
川のリベラルアーツについて熱き思
いを語って頂きました。
さらに，平井満喜男先生とその御
子息様，嶺脇四郎先生，そして昭和

５０年卒の牧 厚志先生など見のがす
ことの出来ぬ内容です。今号も同窓
諸兄必読の書であります。是非，一
読を。残部あります。

（大内和憲 記）
連絡は下記まで。
TEL・FAX０１１－８６３－６０６１
〒００３‐００１１
札幌市白石区中央１条７丁目
白央ビル２F
大内歯科・小児歯科クリニック

大内和憲

支部のうごき
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東北地域支部連合会

第４８回連合会総会
平成２３年６月１１日（土），青森市の
ホテル青森において，標記連合会の
役員協議会，並びに総会が開催され
ました。３月１１日の大震災により，
一時は開催見送りも検討されました
が，地域理事の高橋文明先生のご尽
力で，各支部に開催の是非を打診頂
きましたところ，むしろこの様な時
だからこそ，集まって話し合った方
が良いとの意見を多数頂戴し，例年
通りの開催に到りました。
○役員協議会
小林敏彦青森県常任理事の司会
で，先ず松山陽一連合会長のご挨

拶。続いて，ご来賓の大山萬夫同窓
会長と髙橋義一同窓会専務理事から
同窓会の現況，及び今回の大震災に
際しての同窓会の対応，支援の取り
組みなどのお話がありました。その
後，直接罹災された県をはじめ各県
支部の現況報告があり，対応や支援
に関する問題について，予定時間を
大幅に超えて，話し合いが行われま
した。協議の末，声明文を採択して
おります。
○総会，学術講演会
口腔外科学講座の髙野伸夫教授よ
り，大学の現況，移転の状況等につ
いてお話があり，各報告の後，議事

はすべて可決されました。
髙野教授の学術講演は「これだけ
は知っておきたい口腔粘膜疾患－口
腔がん検診に向けて－」。日常臨床
の中，見逃せない粘膜異変につい
て，解り易い解説を頂きました。な
お髙野先生への謝礼金は，先生が全
額支援金にと，寄付されました。
○懇親会，ゴルフ大会
写真撮影後，宴となり，ねぶた囃
子の響く中，旧交を温めました。翌
日は東奥カントリークラブにおい
て，ゴルフ大会も例年通り開催され
ました。 （畑中政利 記）

支部のうごき
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近畿地域支部連合会

連合同窓会ゴルフコンペ
平成２３年５月１５日（日），大阪府に
ある伏尾ゴルフ倶楽部にて近畿連合
同窓会のゴルフコンペが開催されま
した。ウィークディは雨が続いてい
ましたが，この日は初夏を通り越し
て夏を思わせる陽気で，慣れない様
子で鳴く蝉の声も聞かれました。や
や遠方よりお越しの先生方は，前日
大阪に泊まって当日参加していただ
いたそうです。幅広い世代の同窓生
が一つの場所に集まり，同じ趣味を
楽しむのは大変貴重で楽しい時間だ
と思います。また，私の組について
いたキャディーはコース地元の男子
大学生で，夏には１年休学して東北
にボランティアに行くと言っていま
した。人どうしのつながりを強く感
じる一日でした。
さて結果ですが，井口廣昭先生が
西４４，東４８のトータル９２，HD１９．２，
ネット７２．８で優勝されました。ベス
トグロスは冨山佳寿人先生で，西

３９，東４５のトータル８４でした。他に
はニアピン，ドラコン，参加賞等の
賞品が各先生方に手渡されました。
最後に，この度の震災への支援金を
各先生方から寄付していただきまし

た。
結果は以上の通りです。参加して
いただいた先生方に心から感謝いた
します。ありがとうございました。

（大阪府支部・高木祥広 記）

（大 阪）８３．６３２．４１１６６０５６徳永 昭夫１５
（和歌山）８０．８３１．２１１２５６５６田中 紀夫１４
（大 阪）８０．２２８．８１０９５４５５髙木 祥広１３
（滋 賀）７９．０３６．０１１５５９５６髙田 克重１２
（兵 庫）７８．０１２．０９０４２４８﨑山 裕行１１
（和歌山）７７．４３３．６１１１５３５８田中 令子１０
（兵 庫）７６．２１０．８８７４４４３宗本 匡由９
（大 阪）７６．０３０．０１０６５０５６浅野 正則８
（大 阪）７５．４１５．６９１４７４４山本 勇一７
（兵 庫）７５．４２１．６９７５１４６西村 亮介６
（大 阪）７４．８１３．２８８４５４３伊藤 友秀５
（滋 賀）７４．４９．６８４４５３９冨山佳寿人４
（滋 賀）７３．８１３．２８７４５４２中村 忠３
（和歌山）７３．６１４．４８８４６４２戸村 博臣２
（和歌山）７２．８１９．２９２４８４４井口 廣昭１

ネットHDCPトータル東西氏名順位

支部のうごき
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四国地域支部連合会

平成２３年度連合同窓会
平成２３年５月２８日（土），高知市あ
んしんセンターにおいて開催されま
した。あんしんセンターは，県歯科
医師会の他，医師会，薬剤師会，消
防局，保健所，危機管理室，災害対
策本部等が入る高知市の防災・医療
の中枢で，昨年４月にOPENした
ばかりの施設です。
当日は季節はずれの台風接近であ
いにくの空模様の中，四国４県から
３０余名の参加がありました。
高知県支部鬼谷信美副支部会長の
開会の辞にて幕が開き，全員で校歌
を斉唱，５名の物故会員に対し黙祷
を捧げました。西川文雄高知県支部
会長の挨拶に続いて，ご来賓の大山
萬夫同窓会会長，梅村長生同窓会副
会長，髙橋義一同窓会専務理事，
久保田 晃同窓会四国地域支部連合
会会長，また大学からの髙野伸夫東
京歯科大学千葉病院病院長のご紹
介，ご挨拶がありました。大山会長
からは，水道橋移転の状況と東日本

大震災の現状を，梅村副会長から
は，同窓会組織の強化，改革につい
て，髙橋専務理事からは，大震災に
対する同窓会の対応等を現地のスラ
イドを交えて，また久保田連合会会
長からは，四国４県結束して頑張ろ
うとのお話がありました。また，
髙野病院長からは，現在の大学と学
生事情，そして大学入試と国家試験
に対する取り組みと結果等について
のお話がありました。その後，連合
同窓会の次回の当番県である徳島県
の宮井義博支部会会長より，来年開
催を予定しているとのお言葉をいた
だき，総会は終了となりました。
続いて，東京歯科大学口腔健康臨
床科学講座准教授関根秀志先生をお
招きして「失敗例から考えるインプ
ラント治療のリスクマネージメン
ト」と題した学術講演が行なわれま
した。インプラント治療の問題点，
治療に要するエネルギーの大変さ，
術後管理の重要性と難しさ等，大変
貴重な内容でした。関根先生も３月

１１日水道橋病院にて大震災に遭遇
し，帰宅できない職員，患者さんと
共に病院に泊られたそうです。時間
の関係でかけ足の講演となってしま
い申し訳ありませんでした。
懇親会は４年前と同じ伊勢エビ料
理「中平」（このエビ料理目的で参
加した会員も多い）。窪 盛偉高知
県歯科医師会副会長の乾杯の挨拶で
開宴となり，刺身，鍋，雑炊と伊勢
エビを堪能しました。２次会は日航
旭ロイヤルホテルに場所を移し親睦
を深めました。その後，屋台のラー
メン他３次会へと夜の街へ皆さん消
えて行きました。翌日は台風接近の
為強風大雨。予定されていたゴルフ
は中止。午前中観光予定だった
髙野，関根両先生は早朝の飛行機で
急遽帰京されました。両先生他，ゴ
ルフを楽しみにされていた先生方に
は大変御迷惑をおかけしました。
次回また高知県が担当の時も，是
非おいしいエビを食べに行きましょ
う。お待ちしております

（池田 顕 記）

支部のうごき
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青 森 県 支 部

総会および学術講演会
平成２３年度同窓会の定時総会及び
学術講演会が３月５日（土）午後３時
からホテル青森に於いて開催されま
した。来賓として同窓会より副会長
の片倉恵男先生，大学より歯内療法
学講座教授の中川寛一先生をお迎え
いたしました。
総会は小林敏彦常任理事の司会で
始まり松山支部長の挨拶，片倉副会
長から同窓会の会務状況，大学創立
１２０周年記念事業の同窓の募金受付
状況等のお話し，中川先生からは大
学の近況，国試等についてお話しを
いただきました。今年度の新入会員

として大嶋和歌子先生（昭和５２年
卒）の紹介がありました。議長には
住吉辰郎先生を選出し，逝去された
猪股幸太先生，渡辺雄幸先生，清藤
勇也先生に黙祷を捧げました。続い
て平成２２年度の報告があり，その中
で清藤勇也先生（旭日小綬章受
章），船越良一先生（厚生労働大臣
表彰）の報告がありました。議事に
入り第１号議案から第４号議案まで
すべて承認可決されました。続いて
役員改選が行われ，支部長には松山
陽一先生，監事には櫻田守利先生，
宮川克孝先生をそれぞれ再度選出い
たしました。

学術講演は歯内療法学講座主任教
授の中川先生より「根管治療におけ
る難治症例とその対応」と題して講
演をいただきました。特に根管治療
の難治症例をあげ，レントゲン写真
や根管探索時の感覚から根管内をイ
メージし，根管全体を清掃，消毒す
ることが重要であることを述べられ
大変わかりやすい講演会でありまし
た。懇親会は和気藹々の雰囲気で時
を過ぎるのも忘れ，来年もまた元気
で再会できるように念じ，恒例とな
りました校歌の大合唱の後，総会の
全日程を無事終了いたしました。

（本田富彦 記）
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38



秋 田 県 支 部

平成２２年度定時総会
並びに学術研修会・就任祝賀会開催
平成２３年５月２１日（土）午後２時よ
り秋田キャッスルホテル天平の間に
於いて秋田県支部会員数５０名中３０名
の出席により平成２２年度定時総会が
開催された。同窓会本部より山本
英之常任理事，高橋文明東北地域選
出理事，さらに本大学からは千葉病
院総合診療科高瀬保晶准教授を来賓
として御迎接を賜った。
定時総会は寺岡洋一副支部長の開
会の辞で始まり，今年１月２９日に御
逝去された五味武一先生（五十二期
会・元支部長）並びに東日本大震災
において被災をされ不虞にも亡くな
られた方々への黙祷を拝捧した。続
いて昨年６月より新支部長並びに今
年４月より社団法人秋田県歯科医師
会会長に就任された藤原元幸支部長
が挨拶に登壇された。次に山本英之
先生が現在の同窓会体制における総
括と本学水道橋校舎への移転現状報

告を行った。そして高橋文明先生よ
り東日本大震災に伴い被災をされた
同窓会員への支援金協力に関して詳
細な説明が成された。また，高瀬保晶
准教授からは今年も順調に高い国家
試験合格率達成と本学の最新歯科医
学教育の現状報告が成された。その
後，会務・一般並びに監査報告と全
認定議案も満場一致で可決承認され
た。定時総会終了後，高瀬保晶准教
授による「レーザー治療について」
と標した学術研修会が行われ，臨床
に直結した最新レーザー治療の基礎
的知見とその適用治療概要，並びに
今年出題された国家試験難問題に対
する解釈と詳解説を拝聴した。
記念写真撮影後，高橋昭一前支部
長の祝杯献上で就任祝賀会が開宴し
サプライズでは昨年１１月末に「開運
なんでも鑑定団」にTV出演され
た山田耕一郎先生（弥生会）の門外
不出の秘蔵宝物を全員で鑑定した。
さらに高瀬先生の奥様三千代先生も

来秋され終始懇談の華艶が舞った。
（五味明雄 記）

秋田県支部役員名簿
支 部 長 藤原 元幸（昭和５０年卒）
副支部長 寺岡 洋一（昭和４９年卒）

岡田 寛（昭和５０年卒）
嶋田 均一（昭和５１年卒）
高橋 文明（昭和５２年卒）
山田耕一郎（昭和５４年卒）

理事（総務）鈴木 文登（昭和５６年卒）
（庶務）五味 明雄（昭和６３年卒）
（学術）五味 明雄（昭和６３年卒）
（会計）駒橋 純（昭和６２年卒）
（無任）武田 勤（昭和５４年卒）

清水 隆夫（昭和６２年卒）
金子 恵三（昭和６２年卒）
工藤 卓奥（昭和６２年卒）
山本 高敬（平成２年卒）

監 事 有明 一（昭和４２年卒）
奈良 周彦（昭和５６年卒）

顧 問 駒橋 典夫（昭和２６年卒）
太田 晃（昭和３２年卒）
山内 静（昭和３３年卒）
高橋 昭一（昭和３８年卒）
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群 馬 県 支 部

群馬県同窓会定時総会
平成２３年３月１２日（土）午後４時よ
り，前橋市のホテルサンダーソンに
て，平成２２年度東京歯科大学群馬県
同窓会定時総会が行われました。司
会を原 茂総務が努め，真下泰彦副
会長が開会の辞を述べ，慎重審議の
お願いをしました。その後，今回の
総会前に亡くなられた渋川の三原
寿夫先生，前橋の井田 實先生に黙
祷を捧げました。
挨拶では清見能久会長が東北関東
大震災の中参加していただいた会員
に対して感謝の意を述べ，また１１年
の長い間，群馬県歯科医師会会長を
務められた川越文雄先生の労をねぎ
らいました。次に武安一嘉顧問が，
歯科界に明るい話題のない昨今，新
たに群馬県歯科医師会会長になる
村山利之先生への期待を述べまし
た。
大山萬夫本部同窓会会長と川越
文雄群馬県歯科医師会会長は地震の
影響で欠席されました。

三丸 潔庶務による庶務報告の
後，山口保男先生を議長に選出し，
第１号議案：平成２３年度事業計画
（案）の承認を求むる件，第２号議
案：平成２３年度一般会計並びに福祉
共済部会計予算（案）の承認を求む
る件，第３号議案：役員に関し承認
を求むる件について慎重審議し承認
されました。特に第３号議案では
清見能久会長が「もう一期がんば
る」と力強く宣言され，参加された
会員より励ましの言葉を頂きまし
た。そして引田正俊副会長が，地区
幹事会を充実させていくことと，一
般会員が本部の意見や情報をより得
られるようにしていきたいと述べ閉

会しました。
総会終了後，記念撮影し，中世
吉昭会計の司会で懇親会が行われま
した。清見能久会長より村山利之次
期群馬県歯科医師会会長へ群馬県同
窓会からのお祝い金を贈呈しまし
た。そして村山利之次期群馬県歯科
医師会会長が，東京歯科大学の名を
汚さないようにがんばり，会員の先
生方の役に立ちたいと挨拶されまし
た。その後，正木光児先生が乾杯の
音頭をとり，終始和やかに会が進行
し，森下正教先生のリードで校歌を
斉唱し，岩田康一監事の締めで閉会
となりました。 （矢内太郎 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www.
tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

支部のうごき
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川 崎 支 部

平成２３年６月１１日（土）毎年恒例川
崎水橋会学術懇親会が中原歯科保健
センターにて開催された。
今回は母校東京歯科大学口腔健康
臨床科学講座総合歯科学分野准教授
古澤成博先生をお迎えして，『難治
性根尖性歯周炎の原因とその対処
法』をテーマにご講演いただいた。
日常臨床にありがちな難症例を，水
酸化カルシウム製剤などの応用でい
かに解決するか？先生の分かりやす
い解説は明日からの臨床にすぐに役
立つものばかりであった。また活発
な質疑応答によりさらに理解が深
まった。

講演会終了後は，場所を移して『み
やび亭』にて懇親会が開催された。
多くの会員参加（２２名）が得られた
ことで大いなる盛り上がりをみせ
た。
東日本大震災からちょうど３カ
月。地元武蔵小杉で自粛ムードで開

催された今回の会であったが，意気
消沈することのない有意義な一日で
あった。次回からも多くの先生方の
ご参加よろしくお願いいたします。

（島 夏夫 記）

支部のうごき
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武 蔵 野 支 部

大村光晴先生白寿のお祝い会
武蔵野歯科医師会の最長老であら
れる大村光晴先生は明治４５年のお生
まれで，本年３月に９９歳を迎えられ
ました。
真夏の日差しの残る７月９日夕
刻，同窓会武蔵野支部では吉祥寺南
の先生のご自宅にお邪魔して，近隣
の他校出身先生もまじえ「白寿のお
祝い会」を開催いたしました。
大村先生は山梨の塩山がご出身
で，仙台の旧制第二高等学校に進ま
れましたが，縁あって東京歯科大学
の前進である東京歯科医専にご入学
され，昭和１２年に卒業されました。
戦時中は軍医として満州におられま
したが，終戦後はシベリアでの抑留
体験もございます。
昭和２３年に武蔵野市吉祥寺にご開

業。地域医療に貢献するとともに，
地区歯科医師会ではその温厚なお人
柄で学閥に捉われない会の融和にご
尽力されたようです。以来６０余年が
経って現在大村歯科医院は立派なご
子息に引き継がれ，お孫さんは２年
前から千葉校舎で勉学中です。
先生はスキーと山歩きを愛し蔵王
に山小屋を持つほどですが，９０歳を
超えてもお一人で奥多摩や高尾山を

散策に行かれていたほどお元気であ
られます。健康長寿の理想をまさに
みずから体現されている武蔵野の大
先輩であります。
先生には皆様の目標となりますよ
う更なるご長寿をお祈り申し上げま
す。
あらためて白寿おめでとうござい
ます。 （小笠原 滋 記）

校旗の前，大村先生を囲んで

日高支部長による表彰

支部のうごき
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福 島 県 支 部

大山萬夫同窓会会長が福島県の
被災地を視察
岩手県，宮城県の被災地を視察さ
れた大山会長と片倉副会長は，５月
２日（月）午前中に福島県に入られ
た。片倉恵男副会長の運転するレン
タカーで，まず，郡山地域周辺の会
員に会われた。森田副支部長より郡
山，白河の地震による被害状況の説
明を聞かれ，会員へ労いのお言葉を
いただき，復興に向けての支援を約
束された。
午後からは，浜通りいわき市周辺
の診療中の会員宅を回られて，お見
舞いの言葉をかけられ励まされた。
宿泊地の福島市に戻られてから，
髙橋義一専務理事も加わり，市内の
料亭“おりおり”において佐藤正矢

福島県支部長をはじめ，７名の支部
役員と懇談。『メディアの報道より
も，実際に，自分の目で被災状況を
見ることができ，大変に意義のある
訪問だった。何が必要かを，本部に
要望してほしい。』と挨拶された。
さらに髙橋専務理事より，詳細な被
害状況を報告するように，とのご指
示があり，９時３０分散会した。
２週間にも及ぶ停電と断水。１００

回の震度６の余震。トイレやお風呂
も無し，暗闇での余震の恐怖。外出
すれば放射能。また，いつ，停電す
るのか，断水するのか。余震は，ま
た，いつ起こるのかの不安。
修理して診療を再開するのは，患
者への責任と，仕事への情熱。
支援をお願いする。

（佐藤正矢 記）

と き 平成２３年９月２４日（土）１７：３０～
ところ 東京ドームホテル

新 葉 会（昭和６３年卒）

と き 平成２３年１０月１５日（土）１７：００～
ところ 帝国ホテル

晃 和 会（昭和４３年卒）

と き 平成２３年１０月８日（土）～９日（日）
ところ 山形県米沢市小野川温泉

志 学 会（昭和４２年卒）

と き 平成２３年１０月１５日（土）
ところ ホテル安比グランド

踏 志 会（昭和４１年卒）

と き 平成２３年１１月２日（水）１７：００～
ところ 帝国ホテル本館

久 喜 会（昭和３６年卒）

と き 平成２３年１０月８日（土）～１０日（月）１８：３０～
ところ 熊本 ホテル日航熊本 ５階「こすもす」

八 紫 会（昭和３５年卒）

と き 平成２３年１０月２３日（日）１２：３０～
ところ つきぢ田村

い と し 会（昭和２４年卒）

クラス会開催日程

クラス会だより

支部のうごき
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平成１１年卒参 謝 会

卒業して以来，最初の「参謝会懇
親会」を７月３日（日）に東京都千
代田区の「ホテル ニューオータ
ニ」で開催いたしました。本来であ
れば３月２０日に予定をしていました
が先の大震災により延期をしていま
した。３月の時点では８０名を超える
会員が集まる予定でありましたが，
急遽変更された日時にもかかわらず
７０名近い会員にお集まりいただきま
した。
市川裕文君の司会で始まり，まず
は逝去された元学年副主任の矢崎
欽也先生，会員の松井（旧姓 片岡）
麗さんに黙祷が捧げられました。
この日は来賓として元学年副主任
の澤田 隆先生，花岡洋一先生，
久保周平先生，青木 聡先生，山倉
大紀先生にお越しいただきました。
澤田先生からはお祝いのお言葉とと
もに，大学の現状や水道橋移転のお
話をしていただきました。私たちの
ように大学から離れて久しい者には
懐かしいとともに，近年の学生気質

や講義の様子など衝撃を受けるよう
な話題もあり，聞き入ってしまいま
した。
会員の三幣君から乾杯の御発声を
いただき歓談が始まりました。１２年
ぶりに顔をあわせる級友もおり，
皆，笑顔に笑い声も混じる楽しい時
間を過ごしているようでした。少々
時間が経過した頃，山倉先生，久保
先生，青木先生，花岡先生にも現況
を交えたお話をいただきました。先
生方もお変わりなく，心温まるエー
ルを頂戴して，会員一同感謝してお
ります。
和やかに進んだ懇親会も時間は
あっという間に過ぎ終盤をむかえ，

会員がリレー形式で次を指名しなが
ら十数名に現況を報告していただき
ました。この１２年の間に結婚をした
り，開業をしたり，といった楽しい
話を聞くことができました。
今回は会員の小林健一郎君に保育
士さんを手配してもらったおかげで
お子さんを同伴された会員のかたも
会場に隣接したスペースに預けて楽
しめたことと思います。
最後に記念撮影を行い，あっとい
う間にお開きとなりました。２時間
という短い時間でしたが，学生に
戻ったようで，楽しく過ごすことが
できました。 （石井治仲 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www.
tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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OB会・グループ・サークルだより

山岳OB会 総会報告

OB会名を「杖痕クラブ」と呼び
８０年になります。志賀高原発哺温泉
に，５０年間山小屋を維持していまし
たが，残念にも４年程前に閉山しま
した。杖痕クラブは，会員相互の親
睦と，山岳部員の山行を通して登山
技術の指導などしています。毎年３
月には，発哺温泉杖痕ヒュッテにス
キー合宿と還暦祝を開催し，北海
道・九州からも祝の為に集合した事
を懐かしく思います。

今年は，６月１１日（土）箱根・強羅
にて，クラブ総会と還暦該当者の祝
賀会を開きました。東日本大震災の
自粛ムードの中でしたが，福島県か
ら直接被災された方を含め，１９名の
参加がありました。還暦祝賀会は，
３０数年前から恒例行事の一つとして
開催しています。クラブのワッペン
を付けた赤い上着を贈って祝ってい
ます。朝波雄二君（昭和５０年卒）・
大泰司正嗣君（昭和５２年卒）が祝福
を受けました。この２名を学生時代
に，穂高岳などでロッククライミン
グを直接指導した元部長の野間弘康
先生と，剣岳合宿に参加指導してく
ださった朝浪惣一郎先生から祝いの
言葉を，いただきました。８２才の
小山田先生から４５才の野間大郎君ま
での年齢差を感じさせぬ会合となり
ました。翌１２日（日）は，強烈な朝日

に起こされました。現地解散となり
ましたが，有志７名は，小涌谷駅か
ら湯坂路（鎌倉古道）を歩き，湯本駅
までの３時間行動を共にしました。
紫陽花満開には少し早かったが，日
頃のトレーニングになりました。
参加メンバー（敬称略）
小山田 修・佐々木康之・酒井
雄学・鈴木恭平，大塚弘介・依田
雄弘・野間弘康・加藤孝道・加藤
喜代次・山口勝康・朝浪惣一郎・
本多哲郎・森田芳和・朝波雄二・
大泰司正嗣・福嶋修治・西井和彦・
茂木元介・野間大郎

（幹事会一同 記）

還暦祝いにて

涼やかな千条の滝前にて

還暦用，赤いジャケット着用
（左＝大泰司君，右＝朝波君）
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「下野正基教授・退任の会」

ワンダーフォーゲル部OB会

今年５月２１日（土），ワンダーフォー
ゲル部OB会総会に引き続き，ご
退職並びに長年に渡りワンダー
フォーゲル部の部長の任に携わって
いただいた慰労を兼ねた「下野正基
教授・退任の会」が執り行われ，総
勢６３名が参加しました。
震災間もない時期でしたので，被
災者への黙祷から，総会，写真撮
影，祝辞として下野先生がクラブ時
代に関連された記録・写真をまとめ
たリーフレットをもとにした各世代
（石田 剛先生，古賀正忠先生，中沢
勝宏先生，佐藤 裕先生，浜野弘規，
安達 亮先生）から各々が，下野先
生との山の思い出を語ったのち，ク
ラブ創設の笠原文武先生による乾杯
のご発声，そして懇親会が行われま
した。３年前のワンダーフォーゲル
部創立５０周年記念行事と同じ三井ク
ラブでの開催でしたが，当日はあい
にくの曇天で５４階からの新宿の夜景
は楽しめなかったものの，下野先生
との山の思い出を語った余韻を味わ
う懐かしいひとときでした。

会の終了前に下野先生から，クラ
ブ・OB会での思い出，山における
今後の抱負を語っていただきまし
た。名著「５０歳からはじめた山登り
（本多勝一 著）」のごとく，今の学
生以上に「現役」である下野先生の
今後の目標は－日本百名山制覇－と
いうことで，未踏峰はあと３０山，北
海道・九州・飯豊朝日などアプロー
チが遠い山が残っているとのことで
す。クラブの是である「slow but ste-
ady」を基に，今後の楽しい「山の
現役生活」を期待しています。
（昭和６２年卒・

ワンダーフォーゲル部
OB会長 浜野弘規 記）

＜ご案内＞
このOB会総会に合わせて「５０
周年記念記録集（DVD）」をまとめ
ました。５０周年記念行事の内容，ク
ラブ・OB会のイベントの映像，現
役の山の報告「蒼雲」，OB会の機
関誌「山の紳士」など，５０年のワン
ゲルの歴史・財産である記録集で
す。OB会員にはすでに発送しまし
たが，OB会を退会された方，元部
員やクラブにゆかりのある方にはご
希望があれば郵送いたします。記念
記録集担当：上田貴之（東京歯科大
学有床義歯補綴学講座）にメールか
FAXでご連絡ください（締切：９
月３０日）。
連絡先：uedat@tdc.ac.jp

FAX ０４３－２７０－３９３５

OB会・グループ・サークルだより
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すいどうば し

東京都女性歯科医師の会 会長 山田 茂子（昭和４７年卒）

秋の学術講演会 御案内

第３回 東京都女性歯科医師の会

記
１．日 時：平成２３年１１月１３日（日） １１時１５分～１５時
２．場 所：フォーシーズンズホテル 椿山荘東京

東京都文京区関口２－１０－８
TEL ０３－３９４２－２２２２
FAX ０３－３９４３－２３００

３．日 程：
学術講演会 １１時１５分～１２時４５分

講師 医療法人社団 フィーメールガーデン
ウィミンズ・ウェルネス銀座クリニック 院長 対馬ルリ子先生

演題「女性を支える医療の重要性（仮）」
－ライフステージをふまえて－

懇 親 会 １３時～１５時
会費：会 員 講演会２，０００円 懇親会５，０００円

非会員 講演会４，０００円 懇親会５，０００円
大学院生・臨床研修医 講演会無料 懇親会５，０００円

４．申込先：http : //www.tokyo-woman-dentists.com/
（事務局）髙野歯科クリニック 髙野博子（昭和５５年卒）

TEL・FAX ０３－３６０１－２５４３

私達女性が「おひさま」のように
明るく周りを照らすことができれ
ば，貴女を必要とする家族や患者さ
んも明るく，幸せになり，その輪が
広がっていくことでしょう。
女性歯科医師は日々，仕事・家
事・育児・雑用などに追われ，とも
すると自分自身の心と体のケアーを

忘れがちです。
東京都女性歯科医師の会では，平
成２３年度秋の講演会に，「女性のラ
イフステージにあわせた女性医療の
重要性」を考える会を企画いたしま
した。演者は「女性外来」立ち上げ
の先駆者のおひとりで，ご活躍中
の，対馬ルリ子先生にお願いするこ

とができました。
明日からでも役立つ情報が満載の
講演会に同窓の女性歯科医師の先生
方のご参加を心よりお待ち申し上げ
ます。
講演会責任者：

鈴木千枝子（昭和５３年卒）
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庶 務 日 誌
７月
１） 理事会
７月９日（土） 第３回理事会

２） 委員会
７月１日（金） 会則検討チーム打合せ会
４日（月） 総務関係打合せ会
４日（月） 事業推進部（学術委員会・プログラム委

員会）
５日（火） 事業推進部（企画会議）
６日（水） 事業推進部（大学・同窓連携委員会・イ

ンプラントセミナー運営委員会）
１１日（月） 広報部（会報委員会）
１１日（月） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
１３日（水） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

準備会
２５日（月） 事業推進部（学術委員会・企画会議）
２７日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）
２８日（木） 総務・厚生部（厚生委員会・ゴルフ大会

実行委員会）
２９日（金） 事業推進部（保険委員会）
３１日（日） 事業推進部（学術委員会・全体委員会）

３） 出張
７月３日（日） 愛知県支部主催学術講演会

講師・山根源之名誉教授（母校）
９日（土） 群馬県支部総会 片倉副会長出席

学術講演会 講師・山田 了名誉教授
（母校）

１０日（日） 埼玉県支部総会
大山会長，関副会長出席

学術講演会 講師・松坂賢一准教授
（母校）

２７日（水） 練馬支部主催学術講演会
講師・阿部伸一教授（母校）

３０日（土） 東京地域支部連合会支部長会
臼井常任理事出席

４） 事業
７月１６日（土） TDCインプラントセミナー・マスター

コース
１７日（日） TDCインプラントセミナー・マスター

コース
２３日（土） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会

（本会担当）

８月
１） 委員会
８月１日（月） 事業推進部（大学・同窓連携委員会）
３日（水） 事業推進部（シンクタンク委員会）
３日（水） 事業推進部（運営委員会）
５日（金） 広報部（ホームページ委員会）
５日（金） 事業推進部（大学・同窓連携委員会）
９日（火） 会則検討チーム打ち合せ
２０日（土） 全国歯科大学同窓・校友会学術連絡会
２２日（月） 広報部（会報委員会）
２２日（月） 事業推進部（大学・同窓連携委員会・イ

ンプラントセミナー運営委員会）
２３日（火） 事業推進部（若手研修委員会）
２４日（水） 事業推進部（学術委員会・研修委員会）
２９日（月） 事業推進部（学術委員会・企画会議）
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〒１６９‐００７５ 新宿区高田馬場４－２－３２新 宿 支 部
２３．７．９高 橋 敬 文（９９歳）昭 １１ 卒●

〒９５０‐２１１２ 新潟市内野町１３７２－２新潟県支部
２３．７．１０五十嵐 之 人（４９歳）昭 ６３ 卒●

〒３３３‐０８４２ 川口市前川町４－３９－８埼玉県支部
２３．７．７浅 利 義 則（８７歳）昭 ２０．９ 卒●

〒９８９‐６２２１ 大崎市古川大宮５－６－５宮城県支部
２３．７．５菊 池 成 幸（７６歳）昭 ３５ 卒●

〒４２４‐０８０８ 静岡市清水区大手町２－２－１静岡県支部
２３．６．３０杉 山 博 重（８７歳）昭 １９．９ 卒●

〒１７６‐００１２ 練馬区豊玉北４－５－１５－７０６練 馬 支 部
２３．５．９脇 猷 二（８８歳）昭 ２２ 卒●

〒９８４‐０８２７ 仙台市若林区南小泉２－１－２０宮城県支部
２３．６．２４大 塚 重 雄（７７歳）昭 ３４ 卒●

〒４２６‐００６１ 藤枝市田沼３－２－２４静岡県支部
２３．６．１６鈴 木 啓 仁（７４歳）昭 ３６ 卒●

〒０３７‐００１６ 五所川原市一ツ谷５０９－１４青森県支部
２３．６．１６福 士 孝 裕（５２歳）昭 ５８ 卒●

〒０６４‐０９５３ 札幌市中央区宮の森三条１３丁目札 幌 支 部
２３．６．１４谷 口 良 一（８０歳）昭 ３０ 卒●

〒４６６‐０８２７ 名古屋市昭和区川名山町５４愛知県支部
２３．６．９川 崎 義 人（８７歳）昭 ２０．９ 卒●

〒２４８‐００１７ 鎌倉市佐助１－１４－１３千代田支部
２３．６．２長 井 宏 之（７４歳）昭 ３６ 卒●

〒３４３‐００２６ 越谷市北越谷４－２３－３９－８０１埼玉県支部
２３．６．５小 山 昌 道（７５歳）昭 ３８ 卒●

〒２２０‐００３３ 横浜市西区東ヶ丘１３横浜中央支部
２３．６．４今 村 嘉 孝（８６歳）昭 ２２ 卒●

〒５１１‐００７３ 桑名市北寺町３０三重県支部
２３．５．２０中 野 博（９４歳）昭 １５ 卒●

〒１６４‐０００１ 中野区中野５－３０－１３中 野 支 部
２３．５．３１海老原 信（８６歳）昭 ２３ 卒●

〒１７７‐００４１ 練馬区石神井町４－２７－２９練 馬 支 部
２２．１０．２５湯 澤 正 興（９４歳）昭 １２ 卒●

〒０６４‐０９５２ 札幌市中央区宮の森二条６丁目 イリス宮の森１０７札 幌 支 部
２３．５．２４佐々木 昭（７０歳）昭 ４０ 卒●

〒８７６‐０８３２ 佐伯市船頭町２－１４大分県支部
２３．５．２８山 本 隆 夫（９６歳）昭 １２ 卒●

〒４４０‐０８８１ 豊橋市広小路１－２０愛知県支部
２３．５．２９藤 城 彰 人（７１歳）昭 ４１ 卒●

〒３００‐００４３ 土浦市中央１－１４－２４茨城県支部
２３．５．２６上 野 光（７２歳）昭 ３８ 卒●

〒９３０‐０９７４ 富山市長江３－１－１０富山県支部
２３．５．２５逸 見 玲（８２歳）昭 ２４ 卒●

〒６８０‐０８４１ 鳥取市吉方温泉２－６４１鳥取県支部
２３．５．２５田 中 文 彦（６８歳）昭 ４２ 卒●

〒８７１‐００１１ 中津市下池永１９６大分県支部
２３．５．２２筒 井 豊（６０歳）昭 ５４ 卒●

〒１６８‐００８２ 杉並区久我山３－４７－２２新 宿 支 部
２３．５．５松 村 久 夫（８０歳）昭 ３０ 卒●

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

逝 去 会 員
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五十二期会（昭和２２年卒）歯科公衆衛生の旗手 今村嘉孝君逝く

弥生会（昭和５４年卒）筒井 豊さんを偲んで

第二小隊，座
席番号８３番，第
一回国家試験
組。戦中戦後を
走りぬけ，母校
口腔外科教室を
経て，父君の横

浜の診療室に。
昭和２６年神奈川県歯科医師会公衆
衛生委員の会務を振り出しに，フッ
素のむし歯予防推進，診療の傍ら医
歯大の口腔衛生学教室の岡本教授の
元へ研究に入り，医学博士の学位を
取得。一方１９７５年に飯塚喜一先生，
榊原悠紀田郎先生等と歯科公衆衛生
の勉強会「ヨナミ会」を発足させ，
収来会の主導発展に尽くし次回で
１５０回と続く異色のロングラン研修

会となっている。又，昭和６３年には
日本むし歯予防フッ素推進会議全国
大会の会長を務めた。
特筆すべきは，２００９年世界保健機
関（WHO）の新刊書「う蝕予防の
ための牛乳へのフッ化物添加」で，
今村医博の業績として１９５９年に世界
で初めて学童給食の牛乳へのフッ化
物添加についての臨床的研究を報告
したと詳細に述べられている。
君の業績誌に「読書，ドライブ，
テニス，Ｙ談，少々のお酒，そして
公衆衛生をこよなく愛し，Ａ型，責
任感強く，行動力に優れ，多少気の
短いところも」と紹介されている
が，学生時代は何時もニコヤカな勉
強好きと定評だった。
平成１９年５月の卒後６０周年級会に

はご夫人同伴，「父から四世代東歯
出は珍しい方だと」と，とても嬉し
そうだった。長男嘉宣君は診療所を
継ぎ，大学の高齢者歯科医療の講義
など多忙，お嫁さんは東歯の同級生
で光永友紀先生のお孫さん，お孫さ
んは大学院生。次男の雅郎君は矯正
で横浜開業。
近年，夫妻で愛車を駆って青森か
ら山口まで本土周遊し，又佐倉の国
立歴史民族博物館に歴史探索に通っ
たりで，やっと車を降りたと聞いた
所でした。
諸事に恵まれ，充実した人生。奇
しくも一貫して生涯を捧げた歯科公
衆衛生週間中の６月４日永眠，８６
才。 （酒匂睦夫 記）

平成２０年１０月
夜に電話で「こ
れから肺癌の手
術をすることに
なった」と、う
ち明けて頂いた
のが交流の再開

でした。在学中の筒井さんは、歯科
医の４代目、穏やかな人柄で女子た
ちにも人気があり、我がＣ班の中心
人物でした。私とはポン友で、十八
番の演歌の鼻歌を聞きながらの楽し
い時間を過ごしたものでした。卒後
は郷里大分県中津で開業。盆暮れの
便りで、一転真面目に総義歯を得意
として仕事をしていること、ゴルフ
のHCが５．８になったこと、などを

年々上達する水墨画や色彩画を添え
て知らせてくれていました。
手術後程なく仕事にも復帰し、ゴ
ルフもクラブコンペで優勝するな
ど、ただ者ではないところを見せて
くれました。奥様と美術館巡りを楽
しみ、戸外に出てのスケッチも出来
るようになられ、平成２２年の年賀状
には寒椿の絵が描かれていました。
秋１１月には還暦を迎えられ、贈った
赤いマフラーを白衣の上に巻き診療
室から写メールをしてくれました
が、年末に容態が悪化し閉院。平成
２３年の年賀状は頂けませんでした。
１月に中津に見舞った時には座って
会話をして下さり、「仕事も絵もゴ
ルフも人間関係も全てその人の感性

だな、春には水墨の桜を秋には彩色
の紅葉を描きたいな、少し良くなっ
たら東京の美術館にも行きたいな」
と話してくれました。また来るから
ね、と言って別れましたが、叶わ
ず。５月２２日看護師の奥様に見守ら
れ天国に旅立たれました。葬儀はご
遺志によりお身内だけで静かにとり
行われました。子どもさんは１男２
女をみごとに育て上げられました
が、享年６０歳まだまだ人生に意欲が
おありだったのでは、と残念です。
ご冥福をお祈りいたします。
（筒井さんの絵は同窓会ホームペー
ジに掲載）
（昭和５４年卒・二階堂毅彦 記）

〒９３０‐０１３８ 富山市呉羽町７１００－１富山県支部
２３．７．２２大 江 金 雄（７９歳）昭 ３４ 卒●

〒８１０‐００５３ 福岡市中央区鳥飼１－３－３０福岡県支部
２３．７．１９阿比留 次 郎（７９歳）昭 ３５ 卒●

追 悼

逝 去 会 員
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〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２
電 話（０３）３９５２－５６５１（代）

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

一 世 印 刷 株 式 会 社印刷所

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

臼 田 準
三 友 和 夫
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

発行人
編集人

平成２３年８月２０日 印刷
平成２３年８月２５日 発行
東京歯科大学同窓会会報 第３８２号

◆投 稿 規 定
⑴ 原稿締切り
原稿の締切りは，奇数月の１０日までとし，原則
として翌月発行の会報に掲載いたします。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮ください。ワープロ使用の場合は１行
１６字で設定して下さい。写真はピントのあった
ものを，大きいサイズ（２Lなど）で，集合写
真のみでなく，スナップなども添えて下さい。

⑶ 投 稿 字 数
① 「すいどうばし」欄（随想，詩，短歌，時評な
ど）は，１編１，６００字程度

② 「支部のうごき」「クラス会だより」は，本文
のみの場合１，６００字程度。写真が入る場合，３

段抜き９００字，２段抜き４００字，１段抜き２００字
減らして下さい。

③ 「追悼」は，５００字程度
⑷ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。
なお，掲載については委員会にご一任いただきます。

⑸ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真などの場合は，その旨書き添えて
下されば返送いたします。
写真は同窓会ホームページにも掲載されること
があります。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページhttp : //www.tdc-alumni.jp/membersonly/kouhoubu.php をご覧下さい。

◆へんしゅうこうき ★ 震災の影響により前号は４・６月合併号になりましたが，本号から再び平常通り
に発行いたします。本誌の送付にあたり，前号より封筒を紙からビニールに変更い
たしました。袋を透明化することにより内容が分かりやすくなりましたので，「積
ん読」にならないよう是非ご開封いただき，ご一読戴きたいと思います。編集部一
同の願いです。
★ 本号の鈴木一雄先生による記事は，被災の状況が生々しくそして刻銘に描写さ
れ，臨場感あふれるタッチが想像を絶する写真と相俟って，感動的にすら思えるド
キュメントになりました。そして福島県支部佐藤正矢先生の心の叫び。被害の甚大
さを再認識いたしました。被災された方々に対して改めて心よりお見舞い申し上げ
るとともに，被災地の一日も早い復興をお祈りする次第です。
★ 震災以来，日本国中を沸かせた明るい話題といえば，なでしこジャパンの活躍で
ありましょう。代表の沢 穂希選手の名は勿論「誉れ」に通じ，沈みきった日本人
の心を大きく明るく昂揚させてくれました。日本は岩戸神楽以来，救世主の主人公
はやはり女性のようです。本誌がお手元に届く頃は，こんどは，秋の七草の「撫
子」が野山を彩っていることでしょう。
★ さて，水道橋新キャンパスは，リパーク跡地に重機が入り，さいかち坂新校舎も
来年４月に新入生を迎えるべく着々と建設が進行中です。金子新理事長，井出新学
長のもと，新しい東歯の幕開けを担う「さいかち坂一期生」になるべき諸君に対
し，「稲毛の一期生」の私は何となく親近感を覚え，未だ見ぬ新入生たちの今後の
活躍に心密かにエールを送っています。 （渡邊 宇一 記）

広報部委員会
委 員 長 三友 和夫
委 員 東郷 幹夫

小池 修
古澤 成博
志村 圭子
福井 雅之
渡邊 宇一
島田 篤

広報部担当理事 臼田 準
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